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はじめに

グリーン・ツーリズムど

森林。山村

よりみつりょうぞう

依光良三 高知大学農学部教授a0888-64-5209

「グリーン・ツーリズム」または「農山村リゾート」という必ずしも一般的でな

かった言葉が最近，マスコミや著作に登場するようになり，中山間地域対策として，

ちょっとしたブームになっている。われわれも結果的にブームに乗った形で，本誌

8月号で紹介していただいた『グリーン・ツーリズムの可能性』を著したが，当初

はrlll村・都市交流の新段階」という仮題で研究を始め，出版社との最終的詰めで

上記表題となり，新たな動向に関して急きょ取り組んだ次第である。

そこで，まず1992,3年ごろから突然脚光を浴びだしたグリーン．ツーリズムと

は何なのか，それが日本の山村に定着し，山村活性化につながるものだろうか，と

いった問題意識の下に，背景を考えながら実態調査を行った。本稿ではグリーン．

ツーリズムの内容，社会的背漿，森林・緑資源とのかかわり，山村振興に果たす役

割や限界，課題について述べよう。なお，具体的事例については，後の栗栖論文を

参照されたい。

グリーン・ツーリズム とは

グリーン・ツーリズムは，ヨーロッパ等で広く行われている余暇活動の一種で，

あるがままの自然（人が造ってきた伝統的な農山村風景）の中でのツーリズムであ

り，サービスの主体が農家などそこに居住している人たちの手によるもの，そして

農山村の持つさまざまな資源，文化的なストックなどを，都市住民と農山村住民と
bル

の交流を通して活用しながら，地域社会の活力の維持に活かしていこうとするもの

である。

具体的には，都市の人々が森林・川・田園風景あるいは「ふるさと的景観」の下

で，農家民宿やコテージ等で滞在し，地元の新鮮な食材を活かした食事，あるいは

森林浴や山菜採り，米作りや牛の乳搾り等の農業体験や山村での生活体験を行う余

暇活動である。それは，外部資本による大規模リゾートと異なって，都市の人々が

農山村に比較的安い費用で滞在して，地域の文化と自然が融合した小規模なリゾー

休業技術No.6561996.11
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卜を楽しむといった性格のものである。そういう観光の一種には違いないが，見て

回ることが中心の単なる名勝・旧跡巡りとは異なり，農山村のふるさと的景観に触

れるばかりでなく，生活文化や生産活動とかかわり（体験・交流）を持つことが特

徴を成している（図・1参照)。

発祥の地であるヨーロッパでは，特に農家の兼業の一環として行われている農家

民宿がグリーン・ツーリズムの中核を成している。1970年ごろから行政の支援体制

(農家民宿への補助，情報・研修）・育成システムが確立されており，民宿の組織化

活動も推進力となっているが，何よりも国民の中に農山村風景を保護・保存してい

こうというコンセンサスができ上がっていることが，デカップリング的な助成策に

結び付き，農山村側もそれに対応して，美しい村づくりに努めてきたことが今日の

発展につながっているのである。

ところで，これまで日本ではグリーン・ツーリズムがあまり発達してこなかった

が，その理由として，長期滞在したいような「ふるさと景観」の保全や農家民宿の

整備が十分なされていなかったことが最も大きな要因として考えられる。また，例

えば中部山岳地帯などの景観に優れた山・森・湖沼・川などがあっちこつちに存在

しているため，宿泊地を変えながらの見物旅行のほうが魅力的で一般的な旅行形態

であるし，セットされたrツアー・団体旅行」も多いからである。森林・緑資源に

してもブナ林，カラマツ林，木曽天然ヒノキ林などそれぞれ異なった趣を持つもの

が結構各地に散在していて，いずれをも見たいという欲求にとらわれる。こうした

日本人の「巡回型」の旅行形態というのは，そう急には変わるとは思えない。

フランスではグリーン・ツーリズムが長期滞在型バカンスの一形態になっている

が，日本ではそうなることはまず考えられない。長期滞在は望ましいことであるが，

現実には1カ所1泊が多く，せいぜい2．

3泊どまりであろう。したがって，今後

増加傾向をたどるであろう「ふるさと景

観・体験」の中での短期滞在も「日本型

グリーン・ツーリズム」として位置づけ，

それを目的とした短期旅行やあるいは巡

回旅行の一環として組み込まれるものと

して理解される。

観光

ツアー旅行

巡回，日帰り旅行

リゾー|、

,！勢り－，津ムッーリ簗ム型政策の背景グリーン･ツーリズム
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ところで,わが国において，グリーン・

ツーリズム関連政策が続々と打ち出され

るのは93年からである。「過疎地にふる

さとを｣9｢山村で休暇を｣，「農山村でゆ

とりある休暇を｣，「緑のふるさと．ふれ

あいプロジェクト｣，「ふるさと景観推進

都市と山村の交流

図･1観光とグリーン・ツーリズム，交流の関連図

一一一
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モデル事業｣，「ファミリーの森づくり」等々の事業が，国土庁，農水省，林野庁，

自治省など国を挙げて取り組まれているのである。

このようにたくさんの関連政策事業が推進されだした直接的な背景には2つの要

因がある。1つは，バブル経済の崩壊による大規模リゾー|､開発の挫折である｡周

知のように，森林・山村地帯などでリゾート開発を推進した「四全総」・「リゾート

法」（87年)では，民間活力，すなわち都市･資本の進出が大前提になっていた。バ

ブルの崩壊は民間資本の撤退を招き，リゾー1､開発の大前提が崩れたことによって，

それまでの四全総・リゾート開発路線は大幅な兇直しを辿られることとなった。

かくして，92，3年には各省庁合I司の「森林・山村検討会のとりまとめ｣，そし

て，「四全総総合点検中間報告｣，「総合保養地域研究会最終報告｣がIIIされ，公共投

資による「官活型」のパブリックリゾート，「ファミリーリゾ－1､｣，「農村型リゾー

ト」への転換が打ち出された。特に「簸終報告」では，家族そろって1週間程度滞

在できること，地域のためのリゾートであること，を基本として，そのためには｢農

山村型の田園リゾーl､など小規模リゾーl､へ転換すべき」とし，さらに国土庁は94

年にも農山村地域活性化のためには農村型リゾートが有効であるとして，農村生活

体験型および都市と農l11村交流型の安い宿泊滞在施設の整備などを提言する報併諜

をまとめた。こうして国土開発政策のII]でグリーン・ツーリズム型開発への方向転

換が図られたのである。

背景のもう1つに，構造調整政策の中での農林産物輸入の白!11化があり，ウルグ

アイ・ラウンドの受け入れに際してとられた「新しい食料・農業･農村政策の方向」
ひん

(｢新政策」92年）の中山間地域対策として，危機に瀕する農ill村活性化のための何

らかの対策が迫られ，その1つとして浮上してきたものである。

こうした直接的な契機となった2つの要因のほかに,過去40年間に都市化が著し

く進展し，かつては7割の人々が農山村で生活していたものが，今I』では完全に逆

転したことが挙げられる。離村によってふるさとを失った者が増加したばかりでな

く，都市でも緑環境の著しい悪化によって「ふるさと喪失感」が強まり，田舎志向

が高まってきているのである。同時に，都市・資本にとって，あるいは政府にとっ

て労働者の士気の再生のための「リフレッシュ休暇」を設けることもまた重要な課

題となっている。環境悪化の下での働きすぎは生産性にかかわり，「過労死」問題，

｢働きバチ｣など国際的批判の対象ともなった。こうして，資本や政府にとっても都

市問題の解決策の1つとして，これまでのリゾートに比べ，あまりお金のかからな

い方法で休暇を過ごせる対策が必要となったのである。

森林・緑資源とグリーン・ツーリズム

H本の農山村，特に山村では，森林の占める比率は高く,90%以上といった所も

少なくない。森林景観が主役的な位置づけになる場合もあれば，脇役として引き立

て役に回る場合もあるが，いずれにしても「ふるさと景観」の中では森林を抜きに

して語ることはできない。さらに，林業体験を組み込む形態も考えられ，したがっ

林業技術No.6561996.11
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てその保全や活用のあり方が問われる。考えられる活用形態としては次の3つが挙

げられる。

(1)あるがままの森林景観が優れ「ふるさと景観一を構成している場合，合意に基

づく開発の自主的規制や伐採方法の工夫によって優れた景観を保全する。

(2)「生活環境保全林」や「ふれあいの森」などとして整理伐採と遊歩道の設置によ

って森林浴や散策ができるように整備し，コテージやキャンプ場を配置するなど，

山村の一資源・緑資源として活用する。

(3)林業体験（植林，育林作業体験，間伐材の伐採と木工加工体験，炭焼き体験な

ど）に活用する。

現実に(1)や(2)は，景観保全や創造などの形で先進地域では積極的な資源化が進め

られている。林業体験に関しては，高知県の大川村と香川県のどんく．りボランティ

アネットワークとの間で提携されている「交流の森」づくりは，林野庁の「ファミ

リーの森づくり」事業とよく似た仕組みの下で行われており，一種のグリーン・ツ

ーリズムではあるが，今のところ芽の段階にとどまっている。可能性という面では

林業体験は，都市の人々に受け入れられやすい要素を持っているが，課題は山村に

とってメリットが必ずしも大きくない中で，受け入れ側の組織化という容易でない

問題に帰着する。

森林・緑資源自体はいわば公共財であって，豊かな効用・価値を生み出すが，そ

れ自体はほとんど経済的価値として還元されない。都市の人々がお金を落としてい

くのは，宿泊施設であったり，レストランや土産物店に対してであり，そこに，グ

リーン・ツーリズム型利用における森林保全への合意形成の難しさがあるし，林業

体験がボランティア型を除いて容易に進展しないのも山村農林家に経済的利益をも

たらす仕組みが欠けているからである。こうした外部効果の内部化をどう図るか，

ということも課題の1つとなろう。

グリーン・ツーリズム政策と山村活性化

山村活性化にとって大事なことは，農林業との結合・融合化をどう図るかという

ことである。農家民宿中心の場合には，地域で採れる食材を出したり，農林業体験

をうまくセットするなどして付加{ili値が付けられる。それらを地域がうまく組織化

して地域活性化に役立てていくことが本来のあるべき姿であろう。しかし，現実に

推進されている「交流宿泊施設」（公的資金によるホテル，コテージなど）やレスト

ラン，土産物店などの開発形態の場合，農林業とどう関連づけ，地域産業の循環の

輪を拡大できるかが課題となる。それができなければ，波及効果に欠ける単なる施

設づくりにとどまり，山村活性化にはあまり意義をなさない。

そうした中で岐阜県清見村の場合，交流施設建設型ではあるが，農林業，木工業

等，地域産業との結合を図る長期的発展戦略，すなわち①基幹産業である畜産（飛

騨牛）牧場との結合，②「飛騨のI丘」で知られる木工業との結合，③優れた景観保

全を行ってきた森林景観を活かした交流施設づくりを計画し，現在③の整備が進行

林業技術No6561996.11
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泌班 ＞』4－与坐｡、％ ザ.､q｡.."”oqogv：'評西

している。天然林が残され，新緑から

紅葉の時期にかけて優れた景観を呈す

上協識会）る「せせらぎ街道」周辺は，村条例に

よってr清見村自然景観保全地区」（86

年）に指定され，保全を図るとともに，

生活環境保全林としての整備とあわせ

て，交流施設「パスカル清見」の建設

を行った。その結果，大都市圏山村と

いう地の利もあって,建設当初の91年

の11万人から，95年度には46万人へ

と入り込み者数が伸び，売上高も約4

億円に達した。ここでの特徴は，村出

資の「助ふるさと清見21」が「農産物

加工センター」と「園芸育苗センター」

(村農業農構活性イ

’ト厩鋤ふるさと清見21

~、

雲二 」識皿ェ釜
緋

品等農

就

／"”
労

｡地元住民’

園芸育苗
センター
苗 スカ 農産物加工

センター
据
引
と
１
１
１ ンター

レストラン

土産物店
ホテル

オートキャンフ甥

イベント

体験農園 鶴
産物店
テル

ートキャンフ甥
農産物

紘匡
労／

報

医凧詞夢繍
］

清見村におけるおける「交流施設」と産業関連図 も同時に経営し，農業との一定の結合

を図っていることである。図･2に示す

ように，緑資源を生かし，農業との結合を図る形の展開は，施設建設型の山村活性

化の方向性を示唆している。

図･2

おわりに

これまでのところ，グリーン・ツーリズム関連政策事業は，ハード面（各種資源

の連携およびそれに整合した施設の整備）とソフト面（人的産業的組織化）の工夫

の仕方，内発的発展力の発揮のいかんによっては山村にかなりの経済効果をもたら

す可能性がある。しかし，それも大都市圏山村や地方中核都市周辺の山村に限られ

る。

遠隔地山村では交流人口に限界があるため，密度の濃い交流内容によってリピー

ターを増やすなどの工夫をしないかぎり，グリーン･ツーリズムは中山間地域対策・

山村活性化に結びつきにくい。遠隔山地では，農林業を基幹産業として育成するこ

とをおろそかにしてはならない。

最後に，グリーン・ツーリズム政策において国家支援の必要性はもとより，一部

に芽生え始めている都市と山村とが対等の関係の下に連携し，協同で造り上げてい

くためのシステムづくりも，始まったばかりのこの制度を国民に定着していくため

の方策として欠かせない。

＜完＞

林業技術NC_6561996．11



動き出したわが国の

グリーン。ツー')ズム

1．グリーン・ツーリズムに対する認識

グリーン・ツーリズムが日本に紹介され，農山

漁村の活性化の一つの手法として推薦されるよう

になり，約10年がたとうとしている。その間，多

くの見識者がグリーン・ツーリズムの概念につい

て提起しているが，大衆のレベルまでグリーン・

ツーリズムの概念が浸透しているかというと，ま

だまだではないかと感じられる。もちろんグリー

ン・ツーリズム自体が，ある程度趣味的指向であ

ることからも老若男女すべてに浸透させるのは不

可能であるが，一部においては重要な社会テーマ

として掲げられている以上，これからも農山漁村

の活性化において重要な位置づけとなることは疑

う余地がない。

しかし，その姿が今一つ釈然としないのはなぜ

だろうか。それはグリーン・ツーリズムの概念が

思想や運動といったレベルに近く，その方法論が

一定の定義として確立されていないからではない

かと思われる。

日本の各地で成功している事例は，結果として

グリーン・ツーリズム的活性化と呼ばれてはいる

ものの，当事者間では決してグリーン・ツーリズ

ムをやろうとして事を起こしたわけではない。

また，ツーリズムなるその名のとおり，本来ユ

ーザーの視点からは「旅行」としてとらえられて

いることも忘れてはならない。

そもそも「旅行」という娯楽の概念が大衆の間

に定着し，余暇活動に取り入れられるようになっ

たのは決して古い話ではない。日本においては，

江戸時代に「お伊勢参り」などと称し旅行に出か

けるのはほんの一部の人たちにのみ行われていた

遊びであり，庶民の娯楽には至っていない。実際

に旅行どころか休暇などというようなものは，精

神を鍛えるうえにおいては言語道断の代物である

7

財団法人

農林漁業体験協会

と考えられていた時代である。旅行に行くなどと

いう発想は，庶民の感覚の中では程遠いものであ

ったと想像される。それが第二次世界大戦後，高

度経済成長，国民総中流意識，政局の安定などの

さまざまな要因から，娯楽による経済社会が急成

長し，それらの産業なしには今日の経済は語れな

い状況となってしまった。

そのような中で，旅行の形態もずいぶんと様変

わりしてきた。自然景勝地観賞の旅，イベント，

博覧会，テーマパークヘの旅，ゴルフ,スキー,ス

キューバダイビング等の趣味の旅と，目的や希望

によってさまざまな旅が行われるようになってき

た。そして今日，究極の旅として「グリーン・ツ

ーリズム」なるものまでが現れ，今回のように各

専門誌や雑誌で特集が組まれるまでになってきた。

しかし，グリーン・ツーリズム的な旅行や余暇

活動をすでに実践している人たちにとっては，そ

れがグリーン・ツーリズムであろうとなかろうと

一切関係なく，自分たちの思うことを好きなよう

に実行し，自然とふれ合い，自己の原点回帰を求

めることから家族とのかかわりや，日常生活から

のリフレッシュを行っているということが興味深

い点である。

要するに日本においては，グリーン・ツーリズ

ムなる言葉や理論が後になってから作られた（輸

入された？）ため，当事者とメディアの間にスタ

ートの段階ですでに認識のズレが発生していたの

である。

結局，ユーザーにとってのグリーン・ツーリズ

ムとは，都会では少なくなった「緑」を農山漁村

に求め，その中に身を置くことによって人間らし

いゆとりや安らぎを取り戻そうというのである。

そのため，単純に農業だけを体験すればいいとい

うのではなく，美しい星空，虫や小鳥の声，朝採

林業技術N0.6561996.11
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りの野菜，小川のせせらぎ，季節感，農夫の姿，

牛の糞のにおい（？)，保全された景観，等々がそ

ろって初めて満足のいく余暇活動と認められるの

である。

2．事業としてのグリーン・ツーリズム

農林水産省では，平成5年度より『｢農山漁村で

ゆとりある休暇を」推進事業』というソフト事業

を展開している。

この事業の趣旨は，

－近年，「物の豊かさ」よりも「心の豊かさ」を

重視する国民のilli値観の変化を反映し，磯山漁村

の持つ多面的な機能や農111漁村におけるゆとりあ

る生活の可能性に対する評価が商まっている。

一方，農111漁村地域においては，人LIの減少，

高齢化の進展や腱林漁業その他の産業の伸び悩み

から地域の活力が低下している。

このため，腱林漁業の振興を図ると同時に，農

山漁村地域を「居住空間｣，「余暇空間」として位

置づけ，美しい農村空間を形成し，地域の活性化

を図ることが求められている。

’
1
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このような観点から，中山間地域を主とした農

11｣漁村の活性化の推進，都市と農山漁村の共存関

係の構築等を通じ，「人と地域が共に生きる農村」

を目指し，グリーン・ツーリズム（農村地域にお

いて，その自然，文化，人々との交流を楽しむ，

滞在型の余暇活動）が，広く国民の期待する社会

システムの一つとして定着するよう本事業を実施

するものである。－

とされており，該当する市lll1村は，それぞれが

グリーン・ツーリズムの構想を策定することとな

っている。

●財団法人農林漁業体験協会の取り組み

当協会の「事業推進部」では，農林水産省のこ

の事業に対し，それを支援するコンサルタント活

動としてrグリーン・ツーリズムモデル整備構想

策定事業に係わる支援活動」を行っている。

このコンサルタン|､の内容は，まさに地域の活

動を支援する形で行われており，従来のコンサル

タントのように，学識経験者等による一方的な提

言をするのではなく、そこに住む人たちにとって

の「ゆとり」や「安らぎ」とは何かを，自分たち

で考え，特に次世代を育てている女性を中心とし

て，どのような町を子供たちに残し，身の回りの

何を改善することが，より地域の生活の向_上につ

ながるのかというような日常レベルで話し合って

いこうというものである。

要するに，都会から農山漁村に訪れる人たちに，

そこでゆとりや安らぎのある滞在をしてもらうた

めには，まず自分たちが実生活の中でゆとりを感

じなければ，お客様に提供することはできないで

あろうという観点から，地域における課題を探り，

改誇し，美しく快適な腱村を築いていこうという

のである。

そのため，施設盤備のように，ある程度限られ

たil的を前提とした購想ではなく，そこに集う人

たちの意識改革を「運動」としてとらえ，自主的

かつ民主的な農村づくりに取り組むソフト事業と

して行われている。

また，同じく「ふるさと体験部」では，グリー

ン・ツーリズムを椛成する競大要素である農林漁

業体験民宿いわゆる農家民宿を全国段階で登録を

行っている。

さらに，パンフレットやガイドブック等により，

登録された農家民宿を紹介し，個々の民宿のサー

ビスの内容や体験できる作業内容を専門誌，情搬

誌，新聞，ラジオ，テレビ，インターネット（予

定）などを通じて情報提供とPRを実施している。

この取り組みに対する問い合わせは，一般，マ

スメディアを問わず日常的にかなりの件数があり，

ニーズとしての注日の度合いが感じられる。

●問い合わせ先:aO3(5241)1541(ふるさと

体験部）

3すでに始まっているグリーン・ツーリズム

これまで述べてきたように，グリーン・ツーリ

ズムはすでにR本の各地でも実践されており，結

果的にそれがグリーン・ツーリズムと呼ばれるよ

うになっている。また，それらの地区が単に施設

整備による誘集客を図るのではなく，町を挙げて

取り組み、町民が主体となって活動した

からこそ成果を上げているということが

砿要な点である。

1-1本での事例をいくつか挙げてみると

面

あるイメージに向けてIIIIをドレスアッ

プした例として，北海道の篇良野市や美

瑛111I．都会の子供たちに1I｣村の生活を体

験してもらうため，地元の民宿が中心と

なり「門然教育村」の活動を展開してい

る捕烏県金111町。日本の伝統的文化を腱

＝吟▲Q△

… ‐
一
〃
』

”。

－弾二

簔譲鍾扉一
々■即
少■

鑿
畑

早●

今や北海道の顔になりつつある美瑛町の風景(美瑛の丘）
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1(）

ぼくたちの村に来ませ(力3

菫金liimr

子供たちに山村のよさを体験してもらう金山町の「自然教育村」

村風景と一体的に保全し，誘集客の目玉として

いる例として，群馬県の新治村。一種のテーマ

パーク的要素として，日本の伝統文化と地域の

人材を活用している愛知県足助町。歴史と文化

を背景として，そのイメージに合わせた町づく

りを進めている島根県津和野町。そこにある自

然資源を最大限活用しつつも，景観や資源を厳

しく守り提供している大分県湯布院町。町を美

しく飾りたいという単純ではあるものの，最も

大切な意識を実践した岐阜県丹生川村……等々，

項目ごとに挙げていけばキリがないほど優良事

例は列記される（例として市町村という行政レ

ベルでの事例を挙げたが，もっと広域にとらえ

ることも，エリアとしてとらえることも可能で

ある)。

しかし，それぞれに共通していることは，上

記した民主的運動や取り組みが背景に確立され

ていることと，揺るぎない方向性が地域に明確に

認識されていることである。

そのため，これからグリーン・ツーリズムに取

り組む地域においては，将来にわたりそれぞれの

地域をどのような町にしたいのか，そのために

個々がどのような役割を果たせばよいのかという

ようなことを広く意見を聞き，自主的な活動に主

眼を置きながら方向性を見定めていくことが大切

である。

その際，先進地の調査や学識経験者等の話を間

林業技術N().6561996.11

●香りの家 密
盆64－1033

(たくみの里総合案内所）

需嘘しも､減物．叱哨．ま

た．コンニャク、戚墹な

どふるさととおふくろの

味と侍りを作っていま

す．占《かも雌わるおい

しい作り方を指導しても

らい．内分の手で挑繊し

てみましょう。宗族やお

皮だち"、のおみやげにす

れば、“ばれる皇と鋪け

合いまず

ふるさとの味と香りを手作り体験。
■品名／こんにゃくなど■料金/1セット(5～6人)2.500円、一

人当たり約1kg持ち帰り■品名／お多福面絵付け■料金/500円■営

業期間／通年、12月29日～1月2日は休館■冬季営業時間/11月4

日～3月19日、午前9時～午後4時

まさにグリーン・ツーリズム？

新治村「たくみの里」の案内マップ

くことも必要であるが，あまりほかの事例にとら

われたり，都市住民のニーズを意識しすぎること

なく，自分たちの身の丈に合った活動から始める

ことが重要である。例えば地域資源マップ，人材

バンク，郷土料理の復活と地域内での定着など，

まず身の回りの素材からそれらを生かす方法を検

討してもらいたい。

そこからがグリーン・ツーリズムのスタートで

あり，そして，だれもが参加でき，主役となるれ

のがグリーン・ツーリズムである。
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高知大学大学院農学研究科

栗栖祐子

先進事例に見る

グ'ノーン・ツー'ノズム成功の条件

はじめに

編集部から「先進事例に見るグリーン．ツーリ

ズム成功の条件」ということで依頼を受けたが，

グリーン．ツーリズム対策が始まって日が浅いこ

とから，多くの地域では，まだ「芽」の段階であ

ること，また，日本におけるグリーン・ツーリズ

ムの実態や内容は十分に把握されていないことか

ら「成功の条件」を挙げるのは容易ではない。そ

こで本稿では，実際に自ら調査を行ったいくつか

の地域のうち，内発的に展開した3つの事例を紹

介し(1),現状での日本のグリーン・ツーリズムにつ

いて考察してみたい。

，、岐阜県白川村一住民運動が守った

合掌集落とグリーン・ツーリズムー

白川村は，岐阜県の北西部に位置し，積雪量が

2mを超えるほどの雪深い奥地山村である。

この地域の伝統建築である合掌家屋を中心とし

た集落が，1995年末にユネスコの「世界遺産」に

登録されるなど，その文化遺産としての価値が認

められてきており,年間60万人以上の人々が訪れ

る「合掌集落の里」として全国的にも知られてい

る。

この集落は，周囲の山々や田畑等を含めた昔

ながらの山里の雰囲気｡rふるさと原風景｣を見！
事に残している。そうした風景の下で，茅葺き

屋根の民宿に滞在し，宿のご夫婦から伝統文化
IL

を教わったり，山里の食材を活かした料理や地

酒をいろりを囲んで味わうといった山村生活を

体験できることは，一種のグリーン・ツーリズ

ムであろう。ここで中核を成しているのは合掌

づくりの民宿であるが、かつての大家族制の発

体験できることは，一種のグリーン・ツーリズ

ムであろう。ここで中核を成しているのは合掌

づくりの民宿であるが，かつての大家族制の発

達により4階建てにも及ぶ大きな家屋が多く残

っていたために，民宿としての転換が比較的容

易であった。

現在は村内に合掌家屋の民宿が26軒あるが,こ

の多くは女性を中心とした家族経営で営まれ，男

性は役所や土建業等に就業し，さらに家の周りの

田畑で自給的な農業を行うといった複合経営が行

われている。家計収入も比較的高位安定化が図ら

れていることから，後継者も多数存在している。

貴重な遺産である合掌集落により，今日，持続

的経営が行われている白川村であるが，これには

合掌集落保存への内発的な住民運動が大きな役割

を果たしている。1950年ごろからの近代化の波に

より，合掌建築が激減し，消えゆく山村原風景に

対して外部の人々から惜しむ声が高まった。こう

した声に触発された村の青壮年グループが中心と

なって，保存運動を展開したのである。具体的に

は，「集落全体の景観はみんなの財産｣という理念

の下で,1971年に「白川郷荻町集落の自然環境を

守る会｣が結成され，「売らない，貸さない，壊さ

ない」の三原則をうたった「住民憲章」が採択さ

れた。そして，住民へ合掌集落保存の意義を説く

とともに，民宿経営を勧めていったのである。

このような住民主体による内部組織が確立し，

｢ふるさと原風景」が保存されている白川郷
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運動を継続したことにより伝統的なlli村風餓

が保存され，そして住民自らが民宿経営を行

うなど持続的経営が営まれている白川村は，

短期滞在ながらも国内におけるグリーン・ツ

ーリズムの先がけとも呼べるであろう。

2長野県開田村一景観保全と

グリーン・ツー'ノズムー

御岳山南麓の開けた高原に位侭する開山村

は，カラマツ林に囲まれ，イワナやヤマメが

豊富な川が流れ，また高冷地野菜やそばの栽

培が膿んで，四季折々に表情を変える田畑も

広がるなど，美しい景観を持つ村である。ま

た，村内には，家族経営により営まれている

民宿やペンション等が多く存在し，かつて木

曽馬の産地であったことから乗馬体験や名物

のそばを使ったそば打ち体験を行っている。

このように開田村は，森林，清川，卜H園が織

りなす美しい風景の下で，民宿等に滞在し，

乗馬やそば打ち等の体験，渓流釣りや森林散

策，またスキー等を行うタイプのグリーン・

ツーリズムが展|刑しつつある地域である。

そうした素1時らしい自然景観を残してきた|州H

村であるが，1970年ごろの全隆I的な乱|刑発期に

は，村にブローカーが土地嵐いに入ってきた。股

業離れ等の危機を認識した開田村は，‘付腿亜視を

基本理念として，①土地は1度売ったら戻ってき

ません，②秩序のない開発は村の自然の破壊や乱

開発になります，③経済的に村民にはね返ってく

る開発があるべき姿です(2)と訴え，乱開発防｣上へ

の協力を求めた。さらに｢開出村観光開発審議会」

の設置，あるいは自然環境の保護基準や開発の屈

出義務を定めた「開発基本条例」を策定したので

ある。

こうした取り組みの結果，資本の参入はごく一

部に抑えられ,長野県企業局による約1000戸に及

ぶ別荘建築も高さ制限等を実施し，樹Ig20m前

後のカラマツ林の中に覆われ’索晴らしい景観が

保たれている。また，御岳山という卓越した景観

の山．森林に恵まれた高原地帯であることに甘ん

ずることなく，緑、土，水という基本的自然要素
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御岳山麓に広がる開田高原

カラマツ林の中に民宿やペンションが散在している

を大切にした農村生活の営みと，それを守るため

の看板規制や「開田色」といわれる茶色系統の屋

根の家造り，沿道景観整備などの景観保全．創造

が行われているのである。

さらに，村，農協，森林組合等，村の主だった

グループの代表により「開田村ファンクラブをつ

くる会」が結成されるなど，地域内の組識化も始

まったことから，それらをうまく利用したグリー

ン・ツーリズムの発展が期待される地域である。

3・高知県梼原町一千枚田オーナー制交流
からミニグIノーン・ツーリズムヘー

梼原町は，高知県の北西部，清流四万_,_川の源

流域に位置する奥地山村である。町は林業を基幹

産業として位置づけ，「山村で休暇を｣事業等を取

り込みながら「水の里づくり」運動や「交流の里

づくり」連動を展開している。

こうした運動の中で最も注目されるのは,92年

より行われている「千枚田オーナー制」である。

これは，都会の人々に，千枚田のオーナーとして

参加してもらい，農家の高齢化により放棄田の広
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がる可能性の商い棚IIIIの保全をH的に始まっ

たものである。仕組みとしては，オーナーが

四万十川にちなんで年会費4万10円を負担

し，農家の離れを改築した「カントリーハウ

ス」（農家民宿)等で滞狂し，地元集落の農家

から手ほどきを受けながら，実|際に米作り体

験を行う。収穫時には，自分の区画の米がも

らえ，さらに，梼原町の特産物などの「ふる

さと宅配便」も送られてくる。

この制度を新聞等が取り上げたことにより，

京阪神地方を中心にオーナーの選定に頭を悩

ますほど多くの応弊があった。2年目以降は，

オーナー数を30組に垪やして群集が行われるな

ど，その人気は続いている。そして，今年で5年

LIを迎えるが，「ふるさと原風景｣に|1I:|まれての米

作りの素晴らしさはもとより，地元腱家や役場職

員の親切さに魅せられた「梼原ファン」のオーナ

ーの中には，毎月,111の|1t話に訪れる人も出てき

ている。月日を砿ねるうちに,ili者の意識が「お

客さん」から「親戚」へと変化してきているので

ある。

このオーナー制」を通じて，放棄田が広がり

始めていた千枚田は蘇り，さらにそこで生まれた

都市住民と山村住民とのつながりは，山村の良さ

と厳しさを他地域の人々に知らせるという「都市

と山村の交流」の持つ本来の||的は達成されたと

いえよう。そして，のんびりとした昔ながらの山

里で「カントリーハウス」に滞在し，米作りや山

村の生活を味わえることは，規模は小さいながら

もグリーン・ツーリズムの実体を持ち始めたとい

える。

4．成功の条件と課題

最後に，ほかの事例も考慮しつつ，グリーン・

ツーリズムの成功の条件と課題についてまとめて

おこう。

（1）農山村景観の保全

グリーン・ツーリズムにとって農山村の「原風

景」は重要な要素であるが，多くのl11村では，景

観保全に配慮しない開発が見られがちである。

そうした中で，われわれが見てきた先進事例で

13

梼原町千枚田における米作り体験

は，地域の財産としての価値を認識し，景観保全

への積極的な取り組みが行われている。

白川村では,1960年ごろから住民主体で周りの

森林や田畑をも含めた昔ながらの合掌集落を見事

に保存し，開田村でも，1970年ごろの乱|荊発期に

は条例の制定や住民合意による保全活動を行い，

90年代になると「村民の誇れる美しい村」づくり

運動を展開し，カラマツ林に囲まれた美しい田鬮

風景を残している。このほか，岐阜県清見村でも，

天然林が多く残っている「せせらぎ街道」沿いの

森林を地域ぐるみで下刈作業を行ったり,1980年

代半ばには「清見村沿道自然景観保全条例」を制

定し，美しい森林景観を保全している。

梼原町では，農民の営みによって形成された遺

産とも呼べる千枚田（棚田）の保全を同的に「オ

ーナー制」を開始し，5年日を迎えた現在では，

美しい千枚田の姿が保たれている。しかし，最近，

千枚田の中に，この「ふるさと原風景」を壊しか

ねないような，道路の建設や｢カン|､リーハウス」

の新設が行われた。

そこに長く住んでいる人々 にとっては，見'|flれ

た景観の価値を往々にして認識できないのが一般

的である。行政も含めて，その価値を再認識し，

保全に向けて住民の合意形成を凶ることが課題と

なろう。

（2）滞在施設の整備

グリーン．ツーリズムでは，一定の期間，農山

村に滞在することが多いため，宿泊施設が必要に
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なる。ここでの宿泊形態としては，①民宿（農家

民宿）・ペンション，②キャンヌ場・バンガロー，

③公的宿泊施設・ミニホテル等がある。白川村や

開田村のような民宿やペンション等が多く存在し

ている地域では，グリーン・ツーリズムを展開す

ることで，それらの経営がより安定し，住民への

経済的効果も高まる。しかし，農山村で滞在する

習慣があまりなかった日本では，民宿やペンショ

ン等の宿泊施設が整っている所は多いとはいえな

い。また，農家民宿の育成も，日本の家の構造か

ら容易なことではない。こうした結果，現在のグ

リーン・ツーリズム的政策では，公的宿泊施設・

ミニホテルやバンガロー，キャンプ場等の建設を

中心に推し進められている。

この場合，住民が直接経営している民宿やペン

ションと比べると，住民はそれらの施設の不安定

な被雇用者となり，農林家の持続的経営や小経営

の育成の面で劣る。ただ，現実的に施設建設が進

む中で，創意工夫により地元の景観にあった外観

にしたり，地域の農林業との連携を図ることによ

って産業循環の輪を拡大していくことも可能で，

その拠点的施設としての発展を図ることが課題と

なろう。

（3）交流・体験の場の創造

地場資源や伝統文化等を活かした交流・体験は，

農山村を訪れる目的の1つにもなり，グリーン・

ツーリズムの大きな要素となる。梼原町での「千

枚田オーナー制」のような特定の人々との農作業

体験を通しての交流，白川村の民宿に宿泊しての

山里生活体験，開田村の乗馬体験やそば打ち体験

等が行われている。また清見村では，新設の交流

拠点を使って，地元住民が講師となっての「山野

草見学会」等のイベン1､交流が行われ,II皮阜県莊

川村では，愛知県豊田市に本部を憎く全トヨタ労

働組合連合会と提携し，共同で「ふるさと村づく

り」交流が進められている。こうした交流・体験

は，来訪者と地域住民が直接ふれあうことのでき

る場を作り，両者の理解を深める。また,1.1.|村|!1ll

にとって，やり方によっては経済的効果も期待で

きる。

林業技術No､6561996.11

しかし，実際は山村側が都市側に遊び場を提供

しているにすぎない事例，山村側に大きな負担を

かけながら行われている事例や，地場資源を活か
喉ねごと

さず真似事に終わっている事例も多い。これでは，

来訪者も地元住民も満足できない交流・体験にな

り，継続は容易なことではない。

農山村における産業おこしの1つであるグリー

ン・ツーリズムでは，経済的にも成り立つ交流・

体験を図る必要があるだろう。特に来訪者の確保

の難しい遠隔地山村では，大都市圏山村に比べて，

交流・体験を工夫することが重要になるであろう。

＊＊今

最後に，中山間地域対策としてのグリーン・ツ

ーリズムを考えると，地域活性化につながること

が最も重要であろう。こうした点から，都市住民

はもとより，山村住民にとってメリットのあるグ

リーン・ツーリズムの展開が望まれる。そうした

観点から，中山間地域の基幹産業である農林業と

の有機的な結合を図るなど，地域ぐるみの発展的

なシステムを形成することが，最も基本的な課題

となろう。

（くりすゆうこ）
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",i

グ'ノーン・ツー'ﾉズムイギ'ﾉス

1．ヨーロッパにおける

グリーン・ツーリズムの発祥

イギリスの玄関であるヒースロゥ窄港からロンドン

市内に向かう車の窓から市街地の景色を見ていると，

この国には緑色以外にもう--DF1に多く飛び込んでく

る「色」を感じる。それは，レンガの色であり,IIiく

からイギリス人にとっては欠くことのできない建築様

式から発せられる色であった。もちろん建築物はレン

ガばかりではなく,RCのほうが都市部では圧倒的で

あり，繁華街ではレンガ色を目にする機会はかなり少

なくなってしまう。しかし，一歩郊外にIIIるとレンガ

はかなり使用されており，今なおイギリスを象徴する

色として，また，最も伝統的なスタイルの家屋として

多くの人たちに愛されている。

このレンガは日本でいうところの水造住宅であり，

イギリスの建築様式としては一般的な手法であるらし

いが，耐久性や保温性の点からも磯能的であり，特に

口本と違い地震の少ないイギリスではレンガ造りの家

は最低でも’00年はもつらしい。まして1liき物にこそ

価値を見いだす英国人気質においては，2世代にわた

る住宅というのはまだまだヒヨッコであり，価値感が

認められるのは150年を過ぎてからというからまさに
＄、

驚きである。「1本でも古い建造物に対する感慨や畏敬

は持たれるが，一般家屋についてのこのような感覚と

いうのは，文化性や国民性にほかならない。

グリーン．ツーリズムもその国の文化や嚥情から生

まれたものだと考えられる。よく『1-1本型グリーン・

ツーリズム」といわれるが，そもそも発祥の地といわ

れているヨーロッパ諸倒では，どういういきさつから

発生してきたのだろうか。

歴史的に満発化されたのは|皇1本とさほど変わりなく，

政1'ifが安定してからである。

疋来，一部の災族の間ではバカンスとして，降り注

ぐ太陽を求めて南.1くする(H本の避普の逆）ことが一

つのステイタスとして行われてきたが，これがそもそ

もの「バカンス」の始まりである。それと同|聯に、国

境を挟み他の国々と隣桜している状況においては，凶

境I,l近(iﾐにII1間部）に術に人を妃附しておく必要が

あり，農業を営むかたわら陸l境拝附を行い，不審な情

報や気配があった場合にはすぐにII!央に知らせる役目

が求められた。

そして，職後の政梢の安定とともにこれらの人たち

が生きていくために，盤かな腱村風餓を資源として利

用するグリーン・ツーリズムなるものがバカンスの柱

として，それぞれの国々において俄極的に取り入れら

れたのである。

グリーン・ツーリズムの発祥についてはさまざまな

意見が出されているが,|:記したように比較的新しい

時期に，閏を挙げて政策として推進されてきたという

ことが歴史的背欽から考えても妥当ではないかと思わ

れる｡そのため,rl1本剛のグリーン･ツーリズム｣につ

いては，ヨーロッハとはスタート時点でまったく異な

った状況ドにあることを認織し，実践すべきであろう。

しかし，ヨーロッパ諸国のグリーン・ツーリズムの

腱開手法については学ぶべき点が数多くある。特に，

今回はイギリスカ越材となっているため，話をイギリ

レンガ色の街並み(地方商店街） レンガ色の街並み(都市部） 調和と美を演出した街づくり

仲龍技術N().6561996.11
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スに戻そう。

2．イギリスにおけるグIノーン･ツーIノズムの展開

当協会（農林漁業体験協会）がグリーン・ツーリズ

ムを題材としてヨーロッパ視察団を派遣したのは7月

の下旬であり，バカンスも第1陣のll1場にさしかかる

ころであった。

ヨーロッパ国内におけるバカンスは前述のとおり

｢南下」の傾向が多く，イギリスへ観光に訪れるのは，

この時期主にアジア諸国かアラブ諸国からの人たちが

多い（特に日本人はどこに行っても必ずいるといって

も過言ではない)。

rグリーン･ツーリズムとは何か？」というようなそ

もそも論はともかくとして、ここではグリーン・ツー

リズムの要素の代表格である農家民宿という観点から，

イギリスにおける農家民宿の窓I~1兼普及推進的役割を

担っている「ファームホリデイ協会」という組織と，

構成する民宿を2軒紹介しよう。

ファームホリデイ協会

当協会は1983年に発足し,イギリスにおける膿家民

術の普及、椛進の'''心機関として，ガイドブックの作

成と販売を主な業務として行っている。収益について

は，その販売料と会員からの年会磯によって賄われて

いる。イ躯I(イギリス内部）には約300～400の会員が

存任し，それが88のグループに分かれており，年会賀

は3.0001!1となっている。

一般的な農家民泊のスタイルとしては,B&B(ベッ

ド＆ブレックファスト)方式が多く,1泊当たり3．000

1II前後が多い。ただし，橘泊H数の制限（主にド限：

3泊以I弓）もあるため，料金体系にはかなりの差があ

る。また，雑食や夕食については大半が提供しないこ

ととなっているが，オプション的に受け付けている所

もある。その場合の料理はホームクッキング（家庭で

｢l常的に食べている料理）が主流で，しかも，材料は

自給自足がポリシーとされている。

英圃人のモットーとして，「やれることしかやらな

い」という'垂|民性があるため，必愛以上のサービスは

行わない。とはいえ，サービスの内容はかなりレベル

が商く，特にプライバシーの保謹と清潔性については

徹底されている。また，利用脅側にもそれなりのマナ

ーを求めるなど，利用者と受け入れ側の双方の立場が

対等であるという考え方も,11本とは大きく異なって

いる。逆に，それらを追求するこ

とにより，クレームなどはほとん

ど発生していないという。

イ
ギ
リ
ス
の
農
村
風
景

一
》
一

可

一
一
」

＝

__‐一－､＝一

YewTreeFaml,WcoRcnWawen,Solihull,WestMidlands89568Y

ファームホリディ協会発行｢Stayona

farm」に掲載されているヨウ・ツリー

ファームの紹介(王冠2つはいわゆる
2シ星の意味）

、
’

一
一

一
一

の

⑧

一今

1

ヨウ・ツリーファーム ヨウ・ツリーファームの客室
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アイランドファーム(宿泊棟）

場を取り巻く邸境は素晴らしく，絵に描いたようなビ

ーターラビットの世界に包まれており圧巻である。

室内については，やはり前者同様かなりハイグレー

ドの整備がされており，美しさ，清潔感は勝るとも劣

らない。

術泊棟は緑屋と別棟であるが，通常6人まで受け付

け，トップシーズンには15名まで宿泊が可能である。

しかも，身!踊者にも開放するなど利用者側の快適性，

利便性を非常に叩解した造りとなっている。利用巻の

中にはビジネスでの利用者もいるということである。

民術による年収はおよそ400万円穏度とのことである。

3．おわりに

ここでは，イギリスにおけるグリーン・ツーリズム

の成功要素として腱家民宿を取り上げたが，これはあ

くまでも・つの要素でしかない。これらの団体や民宿

を支援する背景として，磯観の美化，統一された様式，

地域住雌の理解と協力，行政のバックアップ等があり，

地域く･るみの支援があって初めて成し得た成果である。

そこには圖頭に記峨したように，「色｣をはじめとし

てその|型を象徴する文化や幽民性からくるステイタス

によって，グリーン・ツーリズムが成り立っているの

である．

鯨期lll1に多くの物を兇，体験しようとする我々の旅

行概念からはほど速いものを感じないではいられない

が，少なくともグリーン・ツーリズム的な志向が高ま

りつつあるわがIIilの今||の状況では，イギリスのよう

に統一･された怠搬のもとに地域が一体となってグリー

ン・ツーリズムを，腱村の活性化のためのr運動」と

して股|)l1しなければ，ほんとうの意味で地域住民への

遡元は雌しいのではないだろうか。

先進地に学ぶべき1I項の!''で股も大切なことは，ま

ず，そこで生きている人たちの「意識」である。

（よしおかせいじ）

アイランドファーム(母屋と一部宿泊）

近年では，農業収入より農家民泊からの収入が上呵

るケースもある。宿泊は通常6人までが一般的で，本

業の農業も宿泊業のいずれもおろそかになるほどには

行わない。

自治体からは，個々の農家に20％の補助が出されて

いる。ちなみに、トイレは100年前から水洗であり，

大半の施設は建設後100～200年経過したlli民家を改

修したものである。

○農家民宿実践農家視察

①ヨウ・ツリーファーム

酪農を中心として100頭の乳牛を飼育している。酪

農のほかには一部野菜を生産し，自家肘の残りを出荷

しており，これが経営母体となっている。

母屋兼宿泊棟は，外観，内装ともに大変に笈しく清

潔感にあふれ，まさに土足で入るには，はばかられる

ほどである。これまで見てきたH本の酪農家のIﾘ腱か

らはまったく想像がつかないほど徹底されている。

興味深い点は，ロードサイドという立地条{'I:もある

が，敷地|ﾉ1(緑屋の'二|の前）に生活品(80％は食料冊I)

の販売所を設けており，その1l･!ではI典i家製のバター，

ヨーグルト，チーズ，アイスクリームも販売されてい

る。ちなみに，この店の経営は農場のオーナーの娘が

担当している。また，それ以外のテナントとしてクラ

フト加工店，水彩画販売店，民装品販売j,i;,その他に

ついても店を総えており，オーナーはそれらの店から

テナント料を徴収している。

②アイランドファーム

ここも酪農が中心であるが，業務委託による典lrl経

営により実施している。立地条件的には前樹と比べる

とかなり悪く，絆線道路からは噸1台がギリギリ遡れ

る程度の道を、20分以|冤走った所にある。しかし，腱

伸龍技術No.6561996.11
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発祥の地の

グ'ノーン・ツー'ﾉズムオースト'ﾉア

喜劇・団体旅行？

「見ましたか？見ましたね？時間がないですからね，

急いでください。次の所へ出発しますよ」お客は急い

で急いでを連発されながら，フランキー堺さんだった

か添乗員にまくしたてられてドタバタやって，夜は夜

でオーイ幹事1酒ね－ぞ。からすカァで夜が明けて，

2日目は移動の車中で皆寝てばかり。こんな映画を昔

見たような気がします。でもいいじゃありませんか。

旅行は旅行。庶民の楽しみの1つなのですから。それ

に旅の好みは人それぞれ。強制的に行かされるのは出

張だけでたくさんです。

のんびりしたいなぁ

そんなわけで,「どこか空気のきれいな所でのんびり

過ごしたいなあ。一木一草をめでながら，土地の人た

ちの暮らしぶりなんかにも触れながら」という向きに

お勧めの旅行としてクローズアップされてきたのがグ

リーン・ツーリズム。本家なのか元祖なのかはわかり

ませんが，オーストリアの農業兼業の民宿である腱家

民宿に泊まる機会がありました。グリーン・ツーリズ

ムの一翼を担う存在として日本でも注目の的です。

GasthofDortwirt

泊めていただいた農家民宿（写真）の名前です。チ

ラタール（チラ谷）の一角，小高い丘を背に，川に向

かって建っています。谷とはいえ，幅広の平坦地が発

達していて，遠く川向こうには幹線道路や鉄道が通い，

木立の多い街村風景が広がっています。ところが筆者

の部屋は山側。無念と思いつつ窓から首をひょいつと

出すと,すぐわきは墓地｡小さな村の教会がありました。

散歩

川向こうの小さな駅前に雑貨屋があります。こうい

う所って無性に入ってみたくなるんです。土地の子ど

もが使っていそうな宿題帳と，宿の部屋になかったの

で石けんを買い込み，宿まで歩くことにしました。

暮れなずむ町外れにさしかかると，かわいい子ども

たちが元気に遊んでいます。ところがMutterらしき

声がしたかと思うと，子どもたちは何やら歓声を上げ，

家の中へ飛び込んでしまいました。その家ばかりでは

▲GasthofDortwirt(絵ハガキ）

なく家々の前を通るたびにプーンといい香りがします。

ははあ，晩ご飯のおかずはこっちはサンマ，あっちは

イワシだな，なんというのは落語の世界。ご当地では

肉系，スープ系の香りです。

自然の名残と生活の香りが入り混じった，つまりな

んでもない風景なのですが，立ち止まっては見入るこ

との繰り返しだったので，橋を渡り林を抜けて宿にた

どり着くころには辺りはすっかり暗くなり，おばちゃ

んお腹すいたよってドイツ語でなんていうのだろうと

心配しながら宿に飛び込んだのでした。

静寂

夕食を終えて部屋に戻りました。部屋には暖房装置

とシャワーとベッドしかありません。必然的にドタッ

とベッドに倒れ込みます。静かです。ふと’どこから

ともなく賛美歌のような歌声がかすかに聞こえてくる

のに気づきました。起き上がって窓から墓地のほうを

のぞくと，ゆらゆら揺れる赤い灯明がいくつも見えま

す。ああ，この魂が洗われる時間よ。

再び横になって物思いにふけります。そうだ，サッ

カー選手のピスマルクがゴールを決めたときのポーズ

で，ここでお祈りをしようか。まてよ，もしこっちの

人が日本へ行ってお寺の裏辺りの民宿に泊まったとし

て，読経や木魚の音を聞いたら，やっぱり感動するの

だろうか。お寺でなくとも，民宿のおじいさんの小言

林業技術No.6561996.11



念仏を聞いて感動するかもしれない。ああ，こんな自

分が情けない。

朝食

「そうさなあ,朝はあったかいパンにミルクとコーヒ

ー。それだけで，あとはなんにもいらない。だけどハ

ムやソーセージ，それに生野菜もいいかなあ」

もしもオーストリア人の寅さんがいたら，きっとこ

う言うのに違いありません。また，本当においしいの

です。日本のご飯と味噌汁に匹敵する食べ物ですから，

朝食のメニューは毎日ほぼ同じだそうです。

さあ，チロル地方の農家民宿について話を聞きにい

きましょう。目指すはインスブルックにある，チロル

農家民宿組合です。組合理事長のエルマ・フッターさ

んにお聞きした内容を，かいつまんで紹介しましょう。

農家民宿サイドの話になります。

長所（チロルの農家がなぜ宿を提供するのか）

①副収入が得られる。②農家の建物が大きい。現在

はかつてほどの大家族居住ではなくなっていて，客部

屋を提供しやすいこと。③農業と観光との橋渡し。リ

フト場，ガイド業，建築など雇用機会が増加すること。

④コミュニケーションを得られる。専業に近い農家と

もなると孤立したような状況となるため。⑤評価を得

たいという欲求が満たされる。建物や食事などの評価

を得られれば喜び，生きがいにつながる。⑥農産物・

畜産物の販売収入が得られる。⑦家族労働の形を生か

せる。⑧農家の女性にとって，収入を得る労働の一翼

を担っているのだという意識が芽生える。

短所（反面，農家民宿の悩み）

①プライベートの時間がかなり犠牲になる。②特に

主婦が過重労働になりやすい。③自家の子どもが我慢

を強いられることが多くなる。④客の要望に対応しよ

うとするあまり，過剰投資に陥る危険がある。

農家民宿成功例の要因

①おおらかで寛容な農家のメンタリティー。②個人

として客と向き合えること。

フッター氏は後者を特に重要なこととして挙げられ

ました。一般にオースI､リアの都会人は，自分たち自

身を視野が狭いと考え，農家の人たちについては，多

種多様な仕事をこなすので視野が広いと考えているそ

うですcそれで農家民宿では都会人である宿泊客から

いろいろ相談を受けることがあって，個人的にめんど

うを見ているうちに友人化・常連化していく，これを

称してr個人として客と向き合えること」になるわけ

で．日本でいう常連客と宿との心の結びつきとは、少

19

し違った意味あいを持っているようです。

農家民宿組合の組織

当初は利用者による口コミが宣伝活動のすべてでし

たが，現在は次のようなレベルごとの組織化が図られ

ているそうです。①国レベル。国際的なコンタクトと

調整，農家民宿のイメージ改善，広報活動など。②州

レベル。組織の維持のために実質的で重要なレベル。

農林省からの補助金があり，ライフアイズン銀行など

からの寄付もある。年会費は，基本会費にベッド数に

応じた額が加算されて決められている（およそ1,500

シリング)。③地区レベル。

宣伝活動

①絵ハガキ，②自主カタログ，③組合作成のカタロ

グに掲載，④見本市参加・投げ込み，の約4種類。た

だし，常連客の多い農家民宿(宿泊客の80%が常連客

の例も）では新たに宣伝する必要がなく，依然として

口コミが最大の宣伝効果を発揮とのこと。組合員が多

いのは，非観光地や利用者数の季節変動が大きい所。

組合員の特典

①シンボルマークがもらえる。②マーケティングハ

ンドブックにより自分の仕事のチェックを行える。③

新聞（情報）サービスが受けられる。④低い利息で融

資を受けられる。特に，代替わりで事業に必要な場合

は，さらに低い利息となる，など。

農家民宿の個性

以上のようなお話でした。農家民宿には，地域によ

ってそれぞれ特色があり，大農家･森林･畑･ワイン・

湖・山岳など「売り」や風景が異なります。利用者の

内訳は国内（オーストリア）2割，ドイツ7割と，お

隣の国からのほうが多いそうですが，利用者は好みの

個性（特色）を選択して楽しんでいるそうです。

のんびりしたいなあということは，たとえ体力を使

ったとしても気分は最高1そういうことですから，農

家民宿では普通，山歩き・木彫りのような手仕事・乗

馬など20から30種類のプログラム(お勧めメニュー）

を用意しているとか。ドイツのゼーバッハ村（人口約

1,500人）には山岳部･吹奏楽部など20近い同好会が

あって，村民相互の親睦を図ると同時に，来村保養者

へのプログラム提供にも役立っていると聞きました。

さて，日本の林家が素人さんにやってもらってもい

いと考える仕事と，都会人がやってみたいと思う体験

メニューがピタリー致すれば，「林業地で休暇を｣力：う

まくハマるかもしれませんね。（文責：吉田）

林業技術No.6561996.11
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農林水産省構造改善局農政部構造改善事業課
グリーン・ツーリズム推進係長

杉原裕幸

わが国のグリーン｡ツーリズムの政策動向

1°はじめに

近年，わが国における生活の価値観は，これまでの

物質的な豊かさや経済効率性一辺倒の社会から，ゆと

りや生きがいといった精神的な豊かさや個人個人の生

活を大切にする社会へと大きく変わってきました。こ

うした価値観の変化は，日本人の旅や余暇活動に対す

るニーズにも顕著に現れ，これまでの団体による旅行

から個人，家族，小グループによるプライベーI､を満

喫するための旅へ，一泊二Hの旅から長期滞在型の旅
し

へとその嗜好が大きく変わってきました。

これらのニーズに対応し，近年の地球環境への配慮

や都市住民の自然や農山漁村へのあこがれ等の醸成に

よって，ヨーロッパで生まれ,発達してきたグリーン・

ツーリズムヘの国民の関心はずいぶん高まってきまし

た。このようなグリーン・ツーリズムを，ひと言で表

すと｢緑豊かな農山漁村地域で，その自然，文化，人々

との交流を楽しむ滞在型の余暇活動」ということがで

きます。

2．農林水産省としての

グリーン・ツーリズム政策の方向

初めてグリーン・ツーリズムが政策として取り上げ

られたのは，平成4年6月に農林水産省において策定

された「新しい食料・農業・農村政策の方向」いわゆ

る「新政策」においてでした。この中で，当時，まだ

知る人ぞ知る存在であったグリーン・ツーリズムを，

農村の定住条件の整備の観点から，地域全体の所得の

維持･確保のための施策として位置づけ，「地域全体の

所得の維持・確保を図る観点から，多様な就業の場を

創出するため、農村工業導入のほか，地域のリーダー

シップを発揮できる人材の育成・確保，地域内発型の

農林水産関連産業の振興，都市にも開かれた美しい農

村空間の形成にも資するグリーン・ツーリズムの振興

を図る」として，施策としての方向性を打ち出すとと

もに，グリーン・ツーリズムという言葉を施簸の一つ

として明確化しました。

次いで，平成4年7月には、描造改稗局長の私的諮

林業技術N0.6561996.11

問機関であるrグリーン･ツーリズム研究会」（平成4

年4月発足，座長：難滋＝農林漁業崎用基金理事長）

での検討経過を取りまとめ，中間報告を公炎しました。

この中において,｢物の豊かさよりも心の豊かさを聴視

する国民のlllli値観の変化を反映し,"III漁村の持つ多

而的な機能やゆとりある生活の可能性に対する評1lliが

高まっています。一方，磯山漁村地域の活ﾉは低下し

ており，陸l土の均術ある発展を!Xlるため，農山漁村地

域を活性化することが求められている」とするととも

に，「農林漁業の振興をIXIると同時に,腱山漁村地域を

居住空間，余暇空間として位悩づけ，美しい腱山漁村

空間を形成し,地域の活性化を|割る｣ため,rグリーン・

ツーリズムの推進を腱山漁村地域の活性化，都市と農

山漁村の共存・共生関係の構築のための重要な施策と

して位侭づけ，長期的に取り組む｣こととし，「農山漁

村で楽しむゆとりある休暇」（グリーン・ツーリズム）

を提唱しています。

また，同中間報告において，次のI凹つの基本的な施

策の展開方向を示しました。

①美しいむらづくりの推進：股山漁村地域における

生産基雛と生活基盤の一体的な確備，地域の策観保全

等を図る仕組み（協定，条例等）の検討等。

②受入れ体制の整備：サービス水準の向上，体験イ

ンストラクターの盤成，宿泊施設の盤備のほか，艇林

漁業体験民宿の登録制度の推進やそのための仕組みの

検討等。

③都市と農山漁村の相互連携：連携強化による組織

だった情報活動の推進と都市側ニーズの伝達システム

等の情報システムの織築等。

④推進・支援体制の整備：官民が連携した都市・農

山漁村両サイドにおける敬極的なキャンペーン展開の

検討，企業，消礎特付|体，労働組合，都市農協等と農

山漁村の交流を可能とする体制瀧備の検討，凶・部道

府県・市町村等によるグリーン・ツーリズム惟進の指

導体制と官民の協力・分担関係についての検討等。

このような状況の'l.!で，平成6年6月には，所得機
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会の創出,腱山漁村地域の活性化を卜|的として，「農山

漁村滞在型余暇活動のための蛙縦擢備の促進に関する

法律」（平成6年法律第46号，以~ド「農l11漁村滞在型

余暇活動促進法」という）が議貝立法により制定され，

農林水産省が所管するとともに，平成7年4月1Hに

施行されました（資料l参照)。

同法は，農村滞在型余暇活動のために都市住民等が

利用する施設の整備や訪れる人々に快適な環境を提供

する機能等を増進するような土地利用を確保すること

等を主な内容とした「腱村滞在型余暇活動に資するた

めの機能の整備を促進するための措置等」のパート，

農林漁業体験民宿業者の登録制度の創設などを内容と

資料1農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整備の促進に関する法律の概要

(1)農村滞在型余暇活動に鐙するための磯能の整備を促進するための措置等

1悪玉認… 縦定

(変塑） ＊機能の整備に関する基本的な事項

＊確備地区の設定に関する駆項
＊腱用地等の土地の利用に関する螂項

承認
腱作業体験施設等の 幣備に関する珊噴；

９
Ｇ
日

＊その他必要な辮項

I1j町村計画lliIIIIN 成 〆

＊整備地区の'又域

＊機能の整備に関する方針
＊農附地等の土地の利用に閲す-る螂項

定
＊農作業体験施設等‘

＊その他必要な事填

〕盤備に関する事項

’t地利用に関する協定(曠備地区）認定

〔終備地区内の土地所有者等が締結〕

＊協定区域（協定の対象となる土地の区域）
＊農用地等の土地の利胴に関する噸項

＊協定に違反した場合の措悩

＊有効期間
＊その他必要な事項

整備計画(整備地lX)

〔農業者の組織する|寸1体が作成〕
＊磯作業体験施設等の雅備に関する計画

(2)農林漁業体験民宿業の健全な発迷を図るための措簡

｜
挫
林
水
耀
大
原
一

指定I旧出

－1全国腱林漁業体験民宿業協会'、 股林漁業体験民宿業者

｜'順“‘…愚種皐ji%|I::"認可

---1"i!鐡業規縄|･…－－－－－－…-－－．を直接
貝とす ’

W1'1 業体験災病業者

又は間接の柵成
る非営利法人

指定

|都道府県知螂｜：|腱林漁業体験民宿業団体’
〔腱林漁業体験民宿業団体の業務〕
＊幟成員に対する農林漁業民宿業の指導
＊農林漁業体験民宿業と地域の農林漁業との調和を確保する調雛推進
＊利用考の苦情処理

林業技術N().6561996.11
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’

した「農林漁業体験民宿業の健全な発達をlxlるための

措置｣のパートの二つから織成されています。「膿村滞

在型余暇活動に資するための機能の盤備を促進するた

めの措置等」では，農村滞在型余暇活動に資するため

の機能の整備に関して都道府県知事が策定する基本方

針及び市町村が作成する市町村計mli,磯附地凶勾の土

地所有者等が締結する土地利用にIMIする協定，股業者

の組織する団体が作成する盤備計而によって，股林漁

業の体験に係る施設や交流の促進に係る施設，生活環

境の改善等滞在型余暇活勤のための基鵬の雅備の促進

を図ることとなっており，平成8年9月末||現在，21

県で基本方針が策定され，一部の県では市llll村計而の

作成作業が進んでいます。

また,｢農林漁業体験民宿業の健全な発達を|次|るため

の措置」では，腱林水産大原による全腫|股林漁業体験

民宿業協会の指定及び都道府県知恥による農林漁業体

験民宿業団体の指定，農林漁業体験民宿業者の登録に

ついて定めており，平成8年9月末日現在,全腫lで609

件の農林漁業体験民宿業者が登録をしています。全臓l

農林漁業体験民宿業協会として指定を受けた財団法人

農林漁業体験協会では，これを受けて農林漁業体験民

宿の普及啓発を進めるため，データブックの作成をは

じめ，インターネット・ファックス通偏での怖報サー

ビス，ガイドブックの作成，新聞・雑誌記事への紹介

旅行代理店・各種都市住民組織とのタイアップ，得繩

イベンI､などの措置を順次推進しているところです。

このような状況を受けて,｢腱111漁村でゆとりある休

暇を」推進事業をはじめ，農・林・水の名分野におい

て，それぞれの関連事業を展開しているところです。

林業技術蕊o=6561996.11

3．関係省庁における

グリーン・ツーリズムヘの取り組み

これに対して，運輸省では，平成7年6月の観光政

策審議会答申一今後の観光政策の基本的な方向につい

て｣において，‐地域の文化を発見，創造し，地域を振

興するのは観光の力である」との基本的な視点をベー

スに，「観光には,地域の特色ある食材や工芸品等の地

場産業への波及効果を発生させ，所得と雇用を拡大し，

地域経済を活性化するための先導役としての大きな役

割がある」と観光の力を示し，「地元食材の提供や農山

漁村や森林をはじめとする豊かな自然を観光の場とし

て活用することなどにより，観光産業と第一次産業が

連携して農山漁村や中山間地域を活性化できる可能性

がある」と，グリーン・ツーリズムを観光の新たな形

態の一つとして位置づけるとともに,そのあり方を｢観

光の力を利用し，地域の振興を図るには，従来の，地

域との触れ合いの少ない観光施設への閉じ込め型観光

サービスから，地域の自然，歴史，文化との触れ合い，

地域住民との交流など地域の素顔をより多く見せる地

域ぐるみ型観光サービスへの脱皮が必要とされる」と

定義しています。

この答申を受けて，平成7年9月に国内観光促進協

議会を設慨し，グリーン・ツーリズムに関するワーキ

ンググループにより検討を進め，平成8年7月に「グ

リーン・ツーリズムの現状と推進方策」と題したワー

キンググループの報告沓が作成されました。この報告

禅において，グリーン・ツーリズム推進の目的を「陸l

内観光の振興｣，「地域振興の支援｣，「新しい観光ニー

ズへの対応｣，「未利用の資源の発掘,活用｣と位置づけ

るとともに，これに対応するため，グリーン・ツーリ

ズム推進の基本方針，役割分担と段階的整備及び受入

れ体制の雑備について推進の方向を定めています。今

後は，この基本方向を踏まえてさらに深度化した検討

を行うこととしています（資料2参照)。

また，陵|土庁では，これまでも過疎地域や農山村地

域を対象に，地域資源の活用や地域の自然，生活，農

作業等の体験，地域住民との交流の促進といったグリ

ーン・ツーリズムの推進に係る事業を推進してきたと

ころです。

このような状況において，平成7年1月より国土審

議会計画部会では,来たるべき21世紀にふさわしい国

土づくりの指針を示すための，四全総に代わる新しい

全陸l総合開発計画の基本的な考え方を幅広い角度から

検討し,､1z成7年12月に国土審議会に対する計画部会
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資料2国内観光促進協議会グリーン・ツーリズム・ワーキンググループ報告書の概要

1グリーン・ツーリズム推進の基本方針

(1)基本姿勢：①自治体をはじめとする公共，民間を問わない地域全体の理解，協力の下での地域づくりへの活

用②全体の需要最の推計及び各地域への配分を検討し，それぞれの需要に見合った整備③内容をあまり
固定的に考えず，地域の特性に応じた内容づくりの推進④椛進に当たり地域の受入れ容最への配慮

(2)基本方針：①長期休暇の実現を促す②ソフトにおける取り組み，人づくり，組織づくり③地域イメージ

づくり，地域の効果的な淡出④地域悩報の盤附，怖雑ネットワークの惟築⑤無理をせず，必要以上に気
を使わない⑥利用者に対する理解を深めていく⑦核として長期滞在型の宿泊施設の整備⑧農家民宿の

整備に当たり営農との調和⑨農山村でゆっくり過ごすのに適した施設整備、環境整備，基盤整臓の促進

⑩既存の観光資源，施設の活用⑪体験・作業といった活励だけでなく、ゆっくり休息することを重視⑫
交流はリピーターや固定客を聴視

2 推進の役割分担

国の役割：＊休暇、数の拡大，休暇制度の検討＊公共交通システムの改善，利便化＊各種捕助制度の新

設，拡充（過疎バス等公共交通，疑観整備，基賎施設・利ﾉll施殻（個人所肖も含む）整術、モニターツア

ーやイベント等，人材・経営指導爵の育成，剛想（計”づくり等ソフト事業)*PR･普及活動，情報
システムの構築，推進剛体の組織化

都道府県の役割：＊各種補助制度の新設，拡充（躍観盤備，繋嬢施設・利用施設（個人所有も含む）整備，

モニターツアーやイベンl､等，人材・経営指導者の育成，柵想（計画）づくり等ソフト謂業)*PR・普
及活動，情報システムの拙築推進聞体の組織化

市町村の役割：＊樅想（計画）づくり＊モニターツアーやイベント等の展|淵＊景観の整備，基盤施設・
利用施設の整備＊受入れ農家の育成，地域コンセンサスの確立＊人材の育成*PR･普及活動，情報
システムの構築＊ネッ1､ワーク化の推進＊棚助制度の新設（個人所有の利用施殺整備に対する）
旅行業等の役割：＊都市における･li!群窓1~1*農家民宿等の仲介，斡旋＊グリーン・ツーリズム関連企画

（森の学校等）の商品化

交通業等の役割：＊農山村における公共交通の充実．レンタカーの利便化＊交通拠点における情報提供

（駅，インターチェンジ．ガソリンスタンド，レンタカー事務所等）＊拠点施設等への資本参加
地域住民農家等の役割？＊宿泊施設の蝦備(膿家民宿，民油，オートキャンプ場等）＊挫村.レスI､ラン．ケ

ータリング等利便施設の溌備＊レクリエーション施設の雛倫＊ガイド，インストラクター等グリー
ン・ツーリズムヘの理解と協力＊景観整備，災化巡勤等による地域づくり

3受入れ体制の整備

(1)宿泊施設：＊腱家民宿が中心となるが，公営宿舎．オーI､キャンプ場，ケビン・コテージ等も適応＊廃校
空家，納屋，サイロ等腱111村にある施設の満州＊民術盤備に対するﾈlli助制度の検討

(2)関連の観光資源･施設：＊地域係氏参加による既存澄源の両評IIlli(観光アドバイザー，モニターツアー等）
＊イベント，視察聯による受入れ体制、施股利州1等のノウハウの蒋祇＊新たな交流体験施設の整備（案内
販売，飲食，体験等複合機能施設）＊複数の市111I村による広域的協力

(3)地域の環境･景観づくり：＊地域依民の意撤啓発（依蝿の/|具活の向_IZ),身の同りの環境美化運動＊行政に
よる景観条例や協定,土地利}Iil;l･i'l'iの餓定*胤観の保全や脚蝿づくりに対する支援制度,オーナー制度の導
入

(4)観光基盤施設のあり方

①交通手段：＊案|ﾉ1撫撒の聰附や遡略の改良鰈*FIil瞳巾や徒歩での移勅の導入＊速度の遅い乗り物の導
入（乗鴎,"lli,1､ラクター，緋うん磯，カヌー，ヨット等）

②便益施設：＊ケータリングサービスの導入＊飲食サービス全般を行う拠点的施設の盤術*WITiiの開催
及び食材の提供，販売施設の蛎備＊金融機関，｜災療機|撹僻との緊急対応システムの確立
③その他施設：＊農業集落排水施設の整備,IIWH11浄化棚の設悩＊簡易水道等の終備＊公衆電話や公衆ト
イレの整備',1ﾘl碓化（マップ等）

(5)グリーン・ツーリズムにおける行動：＊モニターツアー等による活勤の検証＊ホスピタリテイの検討，自
由時間の提供＊ゆっくり過ごすのに適した嚥境の整備(腱道，散歩道等）＊励物との触れ合いの演出＊
公共施設の利剛や各種施設の割引カードの発行＊圃蝿に対する意識の啓発“ゆっくりする旅”

(6)人材．インストラクター：＊地域の中から核となる人材〈キーパーソン）の発掘，育成＊ノウハウ等につ
いては既存の蛮格制度や登録制度を減刑＊グリーン・ツーリズムを理解し，知識やノウハウを有する人材
を“グリーン・ツーリズムガイド（仮称)“として行成

(7)情報･PR:*行政と旅行業等が協ﾉﾉして店くグリーン・ツーリズムをPR*多様な情報媒体の活湘（イン
ターネット，パソコン通信等）＊各稲雑誌の満剛（アウトドア雑誌，地域情報誌等)，情報誌の発行＊パ
ンフレット等の作成（観光情報，蜜源・施設情鞭，獅店・郵便局等の利便施設の情報，生活傭報等）

休業技術X().6561996.11



24

報告書｢21世紀のグランドデザイン－新しい全国総合

開発計画の基本的考え方一」を取りまとめました。

この中で，小都市，農山漁村,!i!山間地域等の多自

然居住地域を，①新たなライフスタイルの実現を可能

とするI封土のフロンティア，②廃棄物処理，水砺邸，

エネルギー消費等の観点から，環境への負荷が少なく，

人と自然がよりよい状況で共存できる地域，③特に，

森林，農地等の国土資源管理面で重要な役割を有する

中111間地域等については，国士・環境の保全等につい

て幅広い取り組みを必要とする地域，とするとともに，

｢質の高い多自然居住を実現するためには,多様な就業

農会の確保に向けた41漆基溌や地域の特性を生かした

生活基盤等地域の人々が安心して募らせる条件幣備に

加え，健全な自然や美しい景観の維持・形成，高度な

情報通信インフラのソフト・ハード両面にわたる幣備

の推進が重要となる。また，都市との交流やこれから

増大が予想される余暇需要へ対応するための条件を整

備することも重要である」と，地域の特性に応じた住

みよい地域基盤幣備の一環としてグリーン・ツーリズ

ムの推進を位置づけ，平成9年度予算において過疎地

域市町村を対象として新規に多自然居住支援施設整備

モデル事業の予算要求を行っているところです。

その他の省庁においては，例えばそれぞれの省庁が

掲げる政策の展開方向の中の一部分についてグリー

ン・ツーリズムとリンクする場合もあるものと考えら

れますが，基本的には、それぞれの施策推進に係る手

法又は活動の一形態としてリンクしているのにすぎま

せん。このため，各種補助事業レベルでは理念や考え

方がグリーン・ツーリズムと関連する事業もあります

が，省庁が施策の一つの柱としてグリーン・ツーリズ

ムを位置づけ取り組むところまでは至っていません。

4．豊かな農山漁村地域をはぐくむために

グリーン・ツーリズムがわが煙Iの施策として提11日さ

れてから4年が過ぎ，グリーン・ツーリズムという言

葉が徐々にではあるが定肴しつつあります。これに対

して，－．方では，わが国にその雑盤となる思想や休暇

制度が存在しないことから，グリーン・ツーリズムを

単に「磯村地域で行う観光」とか，「大規棋なリゾーl、

開発」とイメージしている人も多いようです。これに

対して、グリーン・ツーリズムの先進地域であるヨー

ロッパでは,産業化した観光と対比させて，グリーン・

ツーリズムを「人と地域がともに生きる股村」や「新

しい都市と農l11漁村の共生関係」を描築するための手

法の一つであり、r大規模な|淵発は行わず,地域資源を

最大限に活用し、こころのふれあい等人的交流のiAiを

亜視し,"111漁村の自然や社会を育てる」ものとして

理解されています。1-1本においても，それぞれの地域

が個性幾かな｢i本型グリーン・ツーリズムを推進し，

蝦かな腱山漁村地域がはぐくまれていくことを期待し

ているところです。では，ひと足お先に典llI漁村へIII

発します。（すぎはらひろゆき）

蕊
難
鱗
議
》
一

第44回森林･林業写真コンクール作品募集要領

題材…林業技術(育苗.植栽.保育･木材生産･木材利用など),森林(森林の景観･環境保全･森林動植物の生態・
森林被害など),農山村(生活･風景など),緑化,森林レクリエーションなど。作品･･･1枚写真（四ツ切りとし，
組写真は含みません)。モノクロの部・カラーの部に分けます。応募資格と応募点数…職業写真家でないこ
と。なお，作品は自作に限り，応募点数は制限しません。記載事項…･･･①題名，②撮影者名（郵便番号・
住所・氏名・年齢･職業・電話番号)，③内容説明，④撮影場所，⑤撮影年月日，⑥撮影データ（カメラ・レ
ンズ．絞り．シャッタースピード）等を記入のこと。注意事項…労働安全衛生法令に定める安全基準に適
合するもの。例えば，伐木作業等に保護帽を着用していない作品などは入選できません。締切…平成9年
3月31日（当H消印有効）送り先…〒102束京都千代田区六番IIII7R本林業技術協会｢第441劇森林･林

業写真コンクール」係作品の帰属と原版提出…入賞作品の著作権は主催者に屈し，応弊作品は返却しませ
ん。作品のネガ．スライドは入賞発表と同時に提出していただきます。問合せ…日本林業技術協会総務部
(a03-3261-5282)主催／㈱日本林業技術協会

林業技術No.6561”6．11
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薑資料林業体験メニューのある農林漁業体験民宿の例雲

県名

青森

青森

青森

青森

岩手

岩手

岩手

瀞手

岩手

福島

福島

栃木

群馬

群馬

群馬

群馬

1l1梨

III梨

長野

長野

艮野

長野

長野

長野

長野

静岡

新潟

富山
"111

glll

Y~i川

,汀川

岐阜

岐阜

|岐阜

岐阜

岐阜

岐阜

岐阜
愛知

兵庫

鳥取

広島

愛媛

高知
大分

宮崎

＊この資料は，（鮒農林漁業体験協会が行政向けに発行した『'96年度版おもしる体験民宿
なんでもデータブック』より，林業体験メニューのある病（登録宿）の---部を示したも
のです。

＊同データブックには，ほかにかなりの叢錬がある模様ですが，ここでは割愛させていた

だきました。

＊林業体験メニューには．｜ざ草刈り・枝の伐採・炭焼き群が含まれます。

宿名

山荘すぎむら

民宿こぱやし

民宿もみじ荘

民宿みやの

くずまき交流館プラトー

青少年の館小岩井駅前

民宿拓

民宿田瀬湖レストハウス

ペンションウィングライト

民宿やまさん

鹿狼の湯

一乃屋

温泉民宿さつき荘

石楠花荘

ちぎら山荘

民宿セゾン

民宿若葉荘

あけぼの荘

上種館

戸狩スキー場り一ゼンハイム大屋

ホワイトヴィレッジ

ムーンベイ25

ヒュッテ鈴荘

山木館

信玄民宿

山荘白井澤

やま佐荘

民宿いなくぼ

民宿瑞峯

民宿中の屋

民宿つるの

民宿はくれい荘

民宿山女魚
ペンションIノトルパイン

民宿ゴザ

山の宿コスモス

旅館右衛門

山村荘

民宿しらかば

民宿旅館間当

ハーモニーパーク宿泊棟

ふるさと日南邑ファーム．イン

民宿高橋

ファームインRAUM古久里来

土佐和紙エ芸村ホテル宿

民宿渕の上

蘇鉄園

〒

018-55

018-55

()18-弱

039-47

028-5J

020-01

028-01

028-01

028-75

967-()3

979-27

321-27

378-04

378-01

378-04

379-16

4()9-31

.I()1-03

389-21

389-2'1

389-2@1

389-2'l

389-24

398

395-07

4121-31

952-32

939-25

939-25

939－25

920-25

920-25

501-29

501-51

501-52

506-22

506-22

509-42

509-41

"1.19-04

679-13

689－56

731－25

791-33

781-21

871-04

887

所在地（県名省略）

上北柵|･和11I湖町奥瀬字十和田16

11北部|･和lW湖町奥瀬字十和田16
1北郡|･和、湖|IIII,奥瀬字十和田16

ド北郡佐#1:村大‘龍佐井宇糠森33-4

岩乎郡葛巻町葛巻第I10地割57番地176

岩f郡滝沢付大釜字風林496番地

和賀郡東和Ⅲ1m"5-15

棚灘郡東和IIIIn1"101><155

-戸郡安代町字細野165-10

i櫛会津郡舘淵村押戸15
{:l1馬II1噺地llll杉11字飯樋52

埖谷lll"lll村野門199

Fll恨梛ﾊ･IW!村土出｣6

利根郡ﾊ･IW;j花咲1255
利恨郡片"!村#l･1ll6

fl1根祁水|:1111谷川127-28

1ﾉLi八代郡~ド部III1釜額528

1蝿|珊椰河口湖町大禰1.177-1

"llllli大字蝋l115457
imlll'li大字班川523()

"lll'li大字蝦川6862

"l1l.rli人'feIIMII16724

"III市大下寿83&l

ﾉ<1II川j!||綱湖19716

ドI)卜那郡根羽村横畑:l629-1
庵原郡lli比III1阿IW434･番地

l'l'j津'li大字北鵜烏551
束蛎波郡利班村坂|･666-2

束砺波郡利伐村l:izi瀬738

來砿波郡利賀村坂上551
ｲT川部l'|峠村字''1峠p51-1

ｲj川IIIIFI峠村字白峰へ3蟹l

武鱗郡板取村1721

部上郡I"I'BIIIj.六ノ里1256-1

郡|郡白鳥11I｢石徹白第42号23番地

入野郡丹生川村大'繩I鉾119-2
大野梛丹生川村IIWi513-4

蒜城梛Wli川町数河家の軒909
1';城郡国府iliI瓜巣844-1

北設楽郡磯根村大字上黒川字間当20番
多''1郡加美町三谷663-1

H野椰H"IIII神戸上2962-1

1I1ﾘI↓郡豊北ⅢI大字東八蛎原901のl
喜多郡内子IIII五間木636

秤川郡{ﾉﾄ野町鹿敷1226
ド毛郡馬渓IIII･大字金吉2205-1
「lifii1i938番地1

電話番号

0176-75-2437

0176-75－2470

0176-75-2613

0175-38-2631

0195-66-0555

0196-86－2131

0198-44-5738

0198-44-5427

0195-73-5226

0241-78-2054

0244-62-4082

0288-97-1204

0278-58-7407

0278-58-3261

0278-58-2664

0278-72-5883

0556-38-0215

0555-76-7802

0269-65-2096

0269-65-2164

0269-65-2161

0269-65-2072

0269-62-()891

0261-22-2345

0265-49-2024

0543-75-3801

0259-26-2416

0763-68-2432

0763-68-2458

()763-68-210‘！

07619-8-2124

07619-8-2358

0581-57-2331

05758-4-1774

05758-6-3150

0577-79-2622

0577-79-2033

0577-75-2289

0577-72-2404

05368-7-2018

0795-36-0862

0859-83-1188

08263-7-0014

0893-“-2079

0888-92-1001

0979-56-2511

0987-27-0190

林業技術薦o_6561996.11
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林野庁指導部計画課森林総合利用対策室

企画調査係

美馬一生

林野庁が推進する

グ'ノーン。ツー}ﾉズム

1．現在に至るまでの背景

近年，農1l1漁村でゆとりある休暇を楽しむ「グ

リーン・ツーリズム」が普及してきており，体験

活動の場や美しい景観形成のための森林の利用が

期待されてきていますが，林野庁としては，森林

を保養の場として利用する取り組みを古くから国

有林野において行ってきています。

制度的取り組みとしては大正4年に創設された

｢保護林制度｣に始まり，国有林野の管理経営の一

環として時代に応じた施策が取られてきました。

戦後，林政統一によって国有林野事業特別会計

が発足しましたが，わが国の経済の発展に伴い，

森林レクリエーションの需要も次第に増加し，国

有林野の適切な管理という観点からの対応が求め

られるようになり，昭和34年に，国民のスキーの
＝た

ための国有林野の利用に応えることとし，国有林

野の管理経営の一環として「国有林野内スキー場

制度｣を設け，続いて昭和36年には登山者の秩序

ある利用と安全を図るため，避難小屋を設置する

制度を設けてきました。

さらに，国が所有する森林について，森林レク

リエーションの需要に対する適正な受入れ体制を

整備強化する必要があるという観点から，昭和42

年に自然休養地の保護と開発とを計画的かつ調和

的に推進するr自然休養林制度」が設けられ，現

在の国有林野における森林レクリエーション事業

の制度の骨格が形成されています。

また，上記の内容に加え，国土の保全，水資源

のかん養，保健休養等森林のもつ公益的機能の発

揮について，国民の期待が高まり，従来に増して

森林のもつ諸機能を高度に発揮する経営がより強

く要求されることとなり，昭和47年には｢レクリ

エーションの森｣の制度を設け，昭和62年には森

林堆技術N()6561996.11
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林に対する多様な国民的要請に加え,EI然景観に

優れ，野外スポーツに適した森林空間及び温泉資

源等を積極的に国民に提供し，人と森林のふれあ

いの場を創造する「ヒューマン．グリーン．プラ

ン｣を発足させ，平成3年には，「レクリエーショ

ンの森」制度をl即細し，森林レクリエーション事

業の充実及び拡大を砿極的に図っています。

一方，民有林行政においても，森林を単に木材

生産の場としてだけでなく，文化的・教育的利用，

レクリエーション的利用等を含めて保健休養の場

として利用するという森林の総合利用を事業内容

に盛り込んだ「第二次林業描造改善事業」を昭和

47年度より取り組んできており，昭和55年度の

｢新林業購造改静事業｣，平成2年度からのr林業

山村活性化林業職造改善事業｣そして，現在の｢経

営基盤強化林業構造改善覇業」と施策内容を時代

のニーズに対応させた展開を図ってきました。

昭和62年には，「森林資源に関する基本計画並

びに重要な林産物の需要及び供給に関する長期見

通し｣が改訂され，その中の，「森林資源に関する

雅本描想」において，従来からのレクリエーショ

ンの場としての利用に加え、森林浴の場としての

利用，ライフスタイルの変化に伴うアウトドアラ

イフの舞台としての利用，教育の場としての利用

等の保健・文化・教育的な面も併せた森林の総合

利用について不され,昭和63年4月には，森林の

総合的な利用の企mi・調査，施錐の実施の指導等

を行うため，林野庁指導部計画課内に森林総合利

用対策室森林総合利用推進班が設置されました。

さらには，平成元年に,!Xi民生活の高度化や国

民のilli値感の多様化により，森林レクリエーショ

ンなど森林を保健休蕊の場として利用したいとい

う国民のニーズの高まりに対し，森林の保全と両
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▼関連補助事業立させつつこれに応え，林

業・山村の活性化につなげて

いこうとする「森林の保健機

能の増進に関する特別措置

法」を制定しました。

また，生活水準の向上，自

由時間の増加，余暇に対する

意識の変化等から，国民のレ

クリエーションに対する需要

が増加していく中で，都市住

民等の一般の森林利用に対し，

森林・林業に関する知恵を付

与し，森林内での野外活動の

指導を行う森林インストラク

ターを育成する制度を平成3

年度に発足させ，平成8年3

月31日現在,425名の方が森

林インストラクターとして登

事業名’8年度予算額’事業の説明

r山村で休暇をJ
特別対策

千円

3,905,270 都市住民等の山村における滞在型

余暇活動を促進し，山村地域の活性
化を図るだめ，基本計画を策定し，
これに基づき滞在・体験のだめの森
林空間の整備，都市と山村の交流の
墓囎施設等の整備を実施
（事業実施地域:40地域）

緑とのふれあいの里
整備特別対策事業

369,8'19 都市と山村の交流連携を基礎とし
て，山村の伝統的な文化．芸能や森

林生態系の体験．学習の場の整備，
交流拠点施設の整備，及び森林．林
業体験等を提供できる山村地域の育
成を推進
（事業実施地域：27地域）

林業構造改善事業 18,645,403 林業構造改善事業において，地域
資源を活用した森林体験交流施設等
を整備

（事業実施地区：493地区）

録され，全国各地で積極的な活動を行っています。

このような取り組みのもと，森林づくりボラン

ティア活動への参加等，近年の森林総合利用に対

する国民の多角化した要請に対し，極々の施策を

実施してきています。

2．民有林におけるグリーン・ツーリズム

に対する取り組み

民有林行政においては，平成4年の｢グリーン・

ツーリズム研究会」発足を契機として取り組んで

きていますが，具体的には，森林・山村地域の基

幹産業である林業の長年にわたる低迷等から，森

林をはじめとする山村地域の国土管理に重大な問

題が生じることが関係者の問において懸念された

ことなどを契機に，国土庁，自治省，林野庁の3

省庁において設置した「森林・III村検討会」の関

連施策として平成5年度にrlli村で休暇を」特別

対策をいち早く新規に打ち出し，さらに，補助事

業と単独事業を有機的に連携させ，都市1I｣村交流

を促進し，過疎地域の活性化を図るため3省庁で

取り組む「緑のふるさと｡ふれあいプロジェク|､」

の対象施策としても取り組んでいます。

また，現在の「緑とのふれあいの里幣備特別対

策事業」は，都市と山村地域の交流促進による地

域の育成を趣旨としたものであり，古くは||召和59

年より林野庁内で取り組んできており,｢森林との

ふれあい環境整備対策事業｣，「緑の交流空間整備

事業」など，各地において都市と山村の交流を促

進するための条件整備を行ってきています。

現在実施されている民有林におけるグリーン・

ツーリズムの関連補助事業は，上に掲げた表のと

おりです。

3．潤いやゆとりのある地域の形成のために

現在，全国各地でさまざまなグリーン．ツーリ

ズムの取り組みが少しずつではありますが，進め

られてきています。しかし，地域による取り組み

の格差が大きいのも事実です。

このため，グリーン・ツーリズム推進の地域格

差をなくし，広く国民に理解を得られるよう，都

市住民をはじめとする国民の潤いやゆとりを求め

るニーズに対応していくことは，人間性の凹復を

もたらす軍要な役割の1つとして位置づけ，今後

さらなる展開を図れるよう条件整術を推進してい

きたいと考えています。（みまかずお）
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騰塞 ツーバイフォーシステム織講溌駿義？

ツーバイフォー（2×4）システムは，北米で開

発され，わが国でも住宅建設の一般的な工法として

普及している。小断面の規格化された製材品（||本

農林ﾙﾙ略では枠組壁工法構造用製材）を用い，それ

らを釘で枠組みし，合板などの而材を張って一体化

する木造建築工法（建設省告示では枠組壁工法）を

採用した住宅の生産・供給体制を総称している。

北米の住宅生産手法は，古くは隅柱を通しにし，

外壁に筋かいを入れるブレースド・フレーミング構

造方式が採用されていたが，産業革命の影鮮で，製

材1W!や釘が大鐘に，しかも安価に入手できるように

なってからは，縦枠をすべて小断面の通し柱にする

バルーン(Balloon)構造方式が開発され，長く主流

の座を確保していた。しかし，第二次世界大戦の時

代に，合板の平面材料としての強度特性が認められ

たことや，戦後，住宅建築における生産性の向上が

強く求められたことなどが相まって，たて柱を通し

柱から管柱(柱の長さを各階の高さに合わせたもの）

に替え，合板を床，壁，屋根などに張るプラットフ

ォーム(PIatform)構造方式が開発され，バルーン

構造方式に替わって，主流の座を占めるに至った。

わが国に導入され，1974年に枠組壁工法として，

その技術的基準に関する建設省告示が制定されたの

はプラットフォーム構造方式のものである。1987年

の涛示では，この工法を「木材で組まれた枠組に描

造用合板その他これに類するものを打ち付けた床及

び壁により建築物を建築する工法をいう」としてい

る。

建て方は，床をプラットフォームと称し，仕事場

にも使うことにし，まず，1階の床を張り，その_上

で1階の雛を組み，その上に2階の床を張り，そこ

を仕躯場にし21階の壁を組むという手順を上階に|句

けて繰り返し，最後に小屋組を行う方式である。床

板が建物の外周縁まで敷きつめられていることや，

部材の接合部の加工が単純で，釘や接合金物で緊結

されていることなどが，わが国の木造在来軸組I篭法

の場合と異なっている。

この-[法用の製材のJASは北米のデイメンショ

ンランバ-(DimensionLumber)の規格を手木にし

て制定されている。この規格は，公称厚さが2～4

インチの針葉樹で，材面がプレーナー加_[され，強

度保証を必要とする枠組材に適用されている。

なお，この工法の導入淵初は，公称寸法が2×4

インチの部材が多用されていたことや，正式名にな

じみが薄かったことなどから，業界紙などではこの

工法をツーバイフォー（L法）と略称するようにな

り，今Hに至っている。

(H本住宅･木材技術センター客員研究員

III井良三郎）

|文献］「1本ツーバイフォー建築協会発行：2x4Ij5
宅設計の手引、工業調査会発売．1988

◆先月号の本棚では，「木造刺1組工法」について解説しています。

匡桑閑勤=編著，動物の林業被害ハンドブック〔獣類編〕，全国森林病虫獣害防除協会（窓03-3294-9719)，

’96.3,13I/A5織判,¥l.()00

口森崎和江・簾内敬司=箸，原生林に風がふく，岩波書店,'96.4,228p･四六判,Y2.200

口花卉懇談会=編，なんでもわかる花と緑の事典，六耀社("03-3354-4020),'96.6,423p･A.1,Y5.000

口日本緑化センター=編，新･樹木医の手引き,H本緑化センター("03-3585-3561),'96.7,476p･B5,¥7,()0()

口林木育種協会=編，クローナルフオレストリー〔第2回林木遺伝育種セミナー〕，林木育砿協会（念03-3261-

3433),'96.7,58p・A4,Y3,500

口林野庁=監修．（るるぶ情報版)森へ行こう./木と遊ぼう./,n本交通公社出版顎業局(aO3-3477-9588)、

'96.8,128p・AB,¥880

口中川重年=著，再生の雑木林から，刺森社,'96.8,205p・B6,¥1.600

口伊谷純一郎=著，森林坊復〔熱帯林の世界①〕，東京大学出版会,'96.9,2351)･四六判,¥2.266

口大塚柳太郎=箸，トーテムのすむ森〔熱帯林の世界②〕，東京大学出版会,'96.9,226p・四六判,Y2,266

口山地防災研究会=編，山地災害の現況〔平成7年版〕，日本林業調査会,'96.9,151p･B5,¥3,500

口原康夫=編，ウツデイライフ(No67),'96.9,218p・B5判,¥1.500

蕪
講

鰯
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¥

一 l資料：林野ﾉj倉図譜館・本会編集部受入図濁1
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施獺ではないかと思えました。

‐農とビ|己名義の111林5haを所

有し,うち40％は林地崩壊防ll:と

防風を||的とした60年生の広難

樹保謹樹帯，ほかはスギ，ヒノキ

の人工林でスギ林の一部に歳宗竹

を入れ，また，天然生の栗を残し，

筍と栗を毎年収樅しています。ス

ギ林の-一角には，父が自家用の目

的で植えた80年生のスギが150

本綴股成長しています。地力の低

い峰部に'&I生しているウラジロの

葉は正月の飾りに，ヒサカキは墓

に供える花柴として採取し，保謹

樹帯のシイ，カシ，コナラを択伐

して自家用の椎茸を生産し，脚己

の健康づくりと精神的な心の安ら

ぎを得ています。、ド成3年と5年

の台風による林地被害も，保識樹

帯のおかげで折損および風倒木8

本の被害で終わりました。

林野三法が関係荷のご努力によ

り成立したことは喜ばしい限りで

す。出版された「新たな林業，木

材産業政策の基本方向」を読みま

したが，林業が企業として確立さ

れるとはとうてい思えませんでし

た。林野庁長博識話1の‘|｣で,「造

林公社等が代行施業をするという

要件が，法制跡に持っていきまし

たところ非常に厳しくなりました。

そういうこともありまして，1件

も発動されていない」と説明され

ています｡昭和43年に森林施業の

推進を目的として施業計画制度の

刺I没がありましたが，私は森林所

有者としていまだ11u1も林政当局

または森林組合からも制股の説明

を受けたことがあI)ません。森林

組合の儲蛎を6年間務めたとき，

1m地共同施業計mliの作成で関係の

地権群に説IﾘIするよう騰侭意見で

齢
室
、
国
司
皇
、
Ⅱ
〃
雪
込
『
ヨ
詩
暫

会員の広場を読んで

なかむらたくま

中村琢磨 ’ ’
鹿児島県串木野市在住

林業技士

る’悩習があって，阻肌父または佃

父を'|』心とした一族が，自家用の

燃料．農業用の資材，屋根鎌き肘

の茅，筍，梅，栗，柿等の果実，

墓に供える花柴（ヒサカキ）を採

取し，クロマツ，スギ，広葉樹の

大径木は，不時の出費等に充てる

ために，中心となる祖細父等が厳

しく管理していました。

私は小学校入学前から祖父に連

れられ砿家竹，スギ，クロマツ，

ケヤキ，クリの植付けとif刈りの

手伝いをさせられ，スギ，マツ，

ケヤキ，クリの植付け方法はそれ

ぞれ異なることを教えられました。

祖父は従兄弟の名前をLIに出し，

だれだれが家を建てるときはrこ

のスギを伐ってくれるのだ」と言

っていましたが，このケネ山も戦

時中の軍用材，広葉樹は木炭の原

木として伐採され，栗は枯死して

昔の面影は今はありません。

本誌649号論壇，林野庁冨永企

両宮の「これからの森林空間利用

の方向一フォレス1､、エコ．ライ

フの実現に向けて－Jを読んで，

過去の背戸山，ケネ山の慣習に連

なる部分を感じ，森を育てながら

心の豊かさを求めることができる

'i]111間地帯の森林盤備の，簸上の

本誌653号，福岡県治llli"I11n

係長の『林業とは何だ」を読みま

した。私も初対面の人に林業技士

の名刺を差し出すと「林業はどん
6う

な仕事をするのですか，林業は儲

かる仕事ですか」と聞かれること

がよくあります。裸地の林地を取

得して育成的林業（人工林）を始

めたとして,50年間の投資を年5

％の利率で原価方式（費用方式）

により算出した後価合計額は，50

年生の造林木の立木lllii格を上同り

赤字となります。

資本主義経済社会にあっては，

企業としての採算条件が明確にで

き，利潤の可能性がある「業」の

みが企業として生き残れます。現

在は企業としての林業の存在はな

いと思っています。

山口係長も述べられたとおり，

公益機能等の社会性を具備した林

政の推進により，森林の公益性が

発揮されて収益性の低位という宿

命から脱皮できたときが，企業と

してのr林業」でありましょう。

筒井先生の「森林文化への道」

に発表された千葉県山武林業地の

｢背戸ill｣慣習がありますが，私の

郷土にもこれと類似した｢ケネ山」

(家内山と書くものと思う）と称す
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会員の広塲

！
指摘しましたが，理事は助成金が

少ないことを理由に実行しません

でした。流域管理システムを核と

する森林計画制度が確立されまし

たが，これも森林所有者には説明

がありません。

農業では，農業の土地基盤は農

地法，農業振興の基盤は農業振興

の整備に関する法律で行政の側に

許認可等の権限があり，案の作成

に当たっても行政が農家の意見聴

取，案作成の同意，計画書の公告，

閲覧，その後に案が決定されて行

政と農家が一体となって計画が実

行に移されます。

森林の施業計画は林家の意見の

聴取もなく，計画に対する公告，

閲覧等の手続きがなされた，行政

と林家が一体となった計画ではあ

りません。計画の遵守を法で規定

しても，林家が参.与していないか

ら法の実効性は期待できないので

はないでしょうか。さらに，属地

計画は地域森林施業に合致するよ

う，机上で作成されているのが現

状です。森林組合は森林の所有者

を代表するものではなく，一部の

森林所有者の組合と理解すべきで

しょう。

早い機会に現行の末端における

森林計画制度の見直しが行われ，

行政と林家が一体となった実効性

のある計画となり，林家が森林と

のふれ合いによって自己の生きが

いを見いだし，林業発展のために

も資源保護的な使命を重点とした

施業計画立案手法が制定されるこ

とを強く希望します。
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最近のヒメマツタケの様子

なかむらかつや

中村克哉〔東京都八王子市在住〕

ヒメマツタケが，こちらでも簡単

に栽培できるようになった。つい

てはこのキノコを日本へ売りたい

ということである。

このところ日本の特産だったシ

イタケが低迷している原因の一つ

が中国産の輸入にあるのはだれも

が認めるところである。最近の健

康雑誌や週刊誌などに，ヒメマツ

タケまたは学名のアガリクス茸を

用いた広告がよく見られるように

なっている。このキノコは食用キ

ノコとしてではなく，霊芝などと

ともに健康食品としてかなりの需

はじめに

今から15，6年前のヒメマツタ

ケの状況について本誌に触れたこ

とがあるが，最近の状況について

書いてみることにした。中国でも

簡単に，しかもオガコでも作られ

ているし，国内では南方の地方で

企業が作るようになっている。こ

のキノコの販売に何かトラブルが

あるようだ。

昨年（1995）の秋，中匡|の湘江

省の慶元県の友人から次のような

手紙がきた。日本で栽培している

▲①中国漸江省慶元県のヒメマツタケの栽培（銚氏撮影）
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要があるのに，栽培は一般的でな

く，大手の企業が系列会社を通じ

て栽培している。そのためか，こ

のキノコを巡って波紋が生じてい

るようだ。

このような事態の中で，中国で

ヒメマツタケが簡単に生産される

となると，日本のこのキノコにも

何か問題が生じそうである。

中国での栽培状況

中国での栽培はひと言でいえば，

極めて簡単な露地栽培である。手

紙の内容は次のようである。

①乾燥牛糞350kg,乾わら105

kg,石灰5kg,(NH4)SO45kgをよ

く混ぜ，これに約250kgの水を加

え，十分に混合する。

これを山のように積み，その上

にシートをかぶせる。

7日後にシートを取り，切り返

す。この作業を3度繰り返す。こ

れでコンポスト（人工堆肥）がで

きあがるc

この作業の前に，栽培する場所

を1m幅,長さは適当に土をなら

して,そこに厚さ15cmのコンポス

トを置く。

種菌は培養してあったものを点

状にまく。その間隔は7～8cm。

まいた後，薄いシートをかぶせる。

菌糸が十分に伸びてきたら細か

い粘土をかぶせ，菌糸が粘土の表

面に伸びてきたら，もう一度粗い

粘土をかぶせる。

約1カ月後になると，キノコの

原基(つぼみ)が見えるようになる。

種菌をまく時期は一般的に3月

と8月である。すると春と秋にキ

ノコが発生する。1周期の生産量

は㎡当たり約7kgである。

②生材料を用いる栽培法…稲わ

ら，雑木屑,Mg2SO.!を用いてよく

混合し，コンポストができた後，

曠地した土地にコンポス1､を置い

て種菌をまく。その上に4～5cIII

の土をかぶせる。シー|､をかけ土

表i伽iの保湿に十分注意する。

約1カ月たつとキノコの発生が

始まる。l周期の生産域はnf当た

り約5～6kgである。

以上に続いて手紙には，慶元県

辺りの今年（1995）は異常乾燥の

ため，キノコの発生堂は前年の1

割程度，野生キノコの値段は非常

に尚い･例えばイグチ類は,乾でkg

当たり400元もする。私たちは牛

肝菌の人工栽培の研究テーマを申

請し,成果が期待されている｡今は

秋でシイタケの収稚期。乾燥は機

械によるものが多く，今年のシイ

タケの質は一段とよくなることが

期待されている，で終わっている。

日本のヒメマツタケ

ヒメマツタケはブラジル原産の

食用キノコ。元三重大学教授の岩

出亥之助博士が日本での調音化に

成功し，和名をカワリハラタケと

命名したが，形がマツタケに似て

いるところから一般には，ヒメマ

ツタケと呼ばれるようになってい

る。学名はアガリクスブラジイ

である。

ハラタケの名が付いているとこ

ろからもわかるように栽培は，い

わゆるマッシュルーム同様の菌床

である。

培地は稲わらに米糠，鶏糞，そ

れに化学肥料，水を加えてコンポ

ストを作る。

このコンポストを発生小屋の中

に入れ，接種となる。

次いでケーシング（覆土）に移
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会員の広鰯

る。岩出博士のケーシングの方法
うね

は，平床でなく高畝にするのが特

徴である。

やがてキノコの発生となる。

日本の国内では稲わらの人手が

困難で高mli,それに栽培川の|暖房

を必要とすることにも問題があっ

た。ところが，キノコの成分に窒

素が多く日持ちがよくないことな

どから青果市場での評判が芳しく

なかったので，食用キノコとして

は姿を見せなくなっている。

ところが，三重大学医学部の伊

藤均助教授がこのキノコに注目し

て，抗癌性を試験してみたところ，

キノコの中でも高い値が出た。

こんなところから，このキノコ

を健康食品として広く販売するよ

うになった。

昭和60年(1985）に私が津市の

岩出研究所を訪ねたときは，所内

で栽培しており，一部は農家にも

委託栽培をしていた。これからは

マッシュルームのように，コンピ

ュータ制御システムを取り入れた

いとのことだった。

最近，このキノコを研究してい

る岩出研究所のことについて，私

のところに照会してくる者がしば

しばあった。近く企業的栽培が始

まるのかと思っていたところ，週

刊誌や健康雑誌にヒメマツタケの

名を見るようになっていた。最近

は名前をアガリクス茸と変えたも

のが多くなってきた。聞くところ

によると研究所で栽培したもので

はなく，大手の協和醗酵系の企業

が鹿児島県の沖永良部島で栽培し

たものであるという。その名は静

岡大学名誉教授の水野博士が付け

たものであり，同名醤教授の著書

のほかにも宜伝用のパンフレッI、

休巣技術No.6561996.11
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ヒメマツタケの戦培化のニュース

である。｜]本での企業化の動きを

いち早く知ってのことであろうか。

シイタケについても|言|本の生産

を追い抜いている。最初は品質が

よくなく市女傘様だったのがjH

本産に負けないものができるよう

になっている。篭においても11本

崖を追い越し，安いシイタケが火

堂に'三1本へ入ってきている。食料

紬の大部分が外国からの中にあっ

て，シイタケだけは歴史的に見て

も輸出品の牙城だったものが，つ

いに落城して，今では輸入品にな

っている。

このところ1|』国のシイタケも汚

染問題で生産が足踏みになってい

るようである。菌床から原木栽培

へ移行の動きがあるらしく，東北

地域のミズナラの原木を用いる動

きもあるようだ。

シイタケのみならず中国でのキ

ノコ栽培は，将来性を見てか，研

究心もMI辮である。

日本の状況にも敏感で，その1

つがヒメマツタケである。

などに登場してきた。

伊藤氏と水野氏は，これまで共

|副研究の間柄であった。伊藤助教

授が抗癌性，水野博士が成分研究

を分担していたのである。それな

のに2人の間に鮫近波紋が生じる

ようになった。

水野博士の本やパンブレッl､を

見た人たちから，その高い抗癌性

について伊藤助教授のところへ照

会が多くなったので同助教授は|氷｜

惑し，水野博士に訂正方の文書を

送った。100%近いという数字は

あり得ないのに100％近いとした

ことが問題になったのである。

一時は訂正すると言いながらそ

の後もバンフレッ|､や本はそのま

まにしているので，伊藤助教授は

提訴するようになったというので

ある。

おわりに

国lﾉでこのキノコでトラブルが

生じているおりもおり、中IFIから

《蝶篭緯暮急零豊か毒を求鋤て》

足助町「森林･自然に親しむ」
月間設定し町民運動を展開／

おかだきみひと

岡田公人 ’ ’
愛知県足助町産業課

林業技術専門員

森林・自然に親しむ月間…

十月に設定し町民運動を展開

｢全国自治体としては，

･初の月間設定運動_I

林業技術N().6561996.11



足助らしさ，あるいは足助なら

ではの111里の蝋かさは、基本的に

は町民の多くが所有している森林

の恩恵に依存しているところが多

い。

その町のilli値を判断する埜準は

｢文化｣である。古来，山単足助の
＄‘

豊かな情景は「木を活かし，木を

使う」文化に支えられてきた。

しかし、林業の厳しさから林業

離れが多くなり，放縦林がIIIfち

始め，利便性のみを辿求する生椚

風潮がかっ歩しだしている。fド々

木離れ傾向が顕蒋化し,lll村伝統

文化を見失いつつあり，その復権

が強く望まれている。

課題は足助lllIの森林・自然喋境

とともにはぐくまれた伝統文化の

継承をl叉Iる重要性を、いかにIII1民

が再認識するかで，それには森

林・自然の恵みを享受しながらも

森林荒廃に無関心な胴を掘り起こ

し，町民一丸的思考の確立が必盤

とされる。

こうした背景から，十月八llの

『木の日」・全国木材組合連合会主

118,「秋の緑化強調ﾉ]間」・県緑化

推進委員会提咄，また平成七年度

に腱林水産省が「腱l1l漁村高齢行

いきいき月間」を-1･月と定めたこ

と等を考慮し，これらと迎勤する

活動をも考え，「森林･I雀I然に親し

む月間」を｜･ロに設定し，町民運

動の腱開を期した。

月間運動を通じ「森林文化・III

村･林菜」への認識を深めr森林・

自然と人との共生とは何か,l111風

足助の文化の源泉は何か｣，また

「持続可能な森林経営と洲ｲIIする

開発はいかにあるべきか」等を肌

で感じ取る参加気運を醸成し,｢森

林社会」への定礎またシャング

リラ計画のステップとなるよう努

めた。

運動展開は関係機関・諸団体等

と-一体となって課題に取り組み，

関心を高めることが求められる。

こうした運動は，全国で多彩な

内容で実施されてはいるが，どれ

も短期間で，「月間を設定Jしての

運動展開は，足助町が初めてであ

って，その実践には町民の参画を

いかに図るかがキーポイントであ

り，その普及啓蒙が肝要である。

運動展開スキーム(計画)と実践

…支え合う好木心・木の暮らし…

《フオレス|､＆ネイチャー・アク

ション・イン・オクトーバー》

森林は「土と緑と水と文化の形

成巻である」ことを再認識し，足

助がシャングリラとして誇れる、

森林・自然環境の保全を持続的に

継承するため，次の運動を行政と

町民の「協調協|司」で展開した。

1「森林・自然に親しむ月間」

運動展開宣言

l･月→IItk)･･･月間運動展開の背

景と，その意義づけについて宣

言し，その周知徹底を図った。

①役場・森林組合・香嵐渓宮町駐

・噸場等に主旨徹底を図る「懸垂

篠・枇断幕」を掲げた。

②地区の要所要所に「のぼり」を

立て町民の認識と行動意識を訴

えた。

③公用車に「マグネットステッカ

ー」を取り付け巡回に努めた。

④川広報・区長会・地区懇談会等

で主旨の徹底をI叉|るとともに，

行政一斉無線で随時呼びかけた。

⑤アクションアドバイザーとして

森林保全巡視員・自然環境保全

指導員・鳥獣保護員・青年林業

士・擶導林家・林業研究グルー

燗

会員の広場

フ・森林細合・木材組合・足助

町を守る会・足助事務所林務課

等，指導的立場にある人々等の

協力を求め，一体となって行動

腱|淵可能な体制を構築した。

2主なアクションフォレスト

⑩「ふるさと森林ツアー」の実施

｜･月六｢I(日)･･･IIII民および在勤者

を対象に公募し,l111.内の同然(森

林・腱地・河川）の現状を町削

車で巡|凶し,｢III型の蝋かさ」と

は何かを|峻別する知識の付与に

努めた。

②森歩充夢「語り継ぐ森の忠み」

の開仙

十月八H㈹（木の||）…息の長

い森林・林業には「温故知新」

は座柑の銘である。r慨茂り,↓行

林・東加茂棋範造林」は，日鰕

戦争記念林として計m'i的造林が

実施され，常に民有林経営に対

する模範を示し，地域経済の発

腱に大きく寄与してきた。

林業不振で忘れがちな「森の

恵み」について町内諸団体の代

表を参集し，語り継ぐﾞ「森歩充

夢」を開催し，過去を振り返り

将来の発腱の方向を兄定め今後

の林業経営の脂針を兇いだすよ

う努めた（棋範造林事務所)。

③教養識座｜識淡会1…「森林ブ

ームと''1然班境保全」名･古屋大

蕪
▲町役場前の「のぼり」

伸梁技術N(j､6561996.11
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会員の露蟻

学教授只水良也氏

｜月-｜日附(祝)･･･地球環境問題は

現代の最も重要な世界的課題で

ある。とりわけ森林問題は関心

が高く，森林ラブコールがあら

ゆる方面から起きている。しか

し森林を守り育てる林業は，ブ

ームとは裏腹に不振を徹め,lll

村経済社会を脅かしている。｢豊

かな山村・足助」を蘇生するに

は，このギャップをいかにして

埋めることができるのか，講演

会を通じ「森林･自然との共生」

について示唆を得た（農林セン

ター)。

塾きのこ教室…rきのこ料理と新

品種栽培講習…きのこの効用識

話」

十月-|･九日幽・･県コンクール入

賞作品の紹介を兼ね，きのこグ

ルメ料理講習を開催しその普及

に努めた。

また県が開発した日持ち・形

状・塗同ともに良く，市場性も

期待できる新IM!種「エリンギィ

ー(かおりひらたけ)」の栽培技

術研修，また「きのこの効用」

についての講話を実施した（萩

野小学校特別教室)。

a都市住民との交流…（森呼吸）

r知的森林浴と椎茸菌打体験」

｜･月二｜･六日(t)･･山村と都市と

の交流は,l!|村活性化の重視す

べき課題である。

現代はストレスがたまって体

調も乱れがちである。特に都IIj

住民にこの傾向が強い。

このため森林へ入って五感を

フルに働かせてリフレッシュす

る「森林浴」を都市住民との交

流の｢'1で，森林とそれを術成す

る木々への知的理解を尚めると

伸業技術No6561996.l1

▲間伐方法（手順）を説明しているところ

ともに，森林を守り育てる｢林

業」への理解と認識を深め,IXI

心を持たせるよう努めた。

また，椎茸栽端の原点である

原木への植菌作業を実体験させ，

発生・収櫻の罫びを通じ，今後

の交流活動のピッグウエーブの

端緒となることを1ﾘlした。

応募者多数で森林ブームをあ

らためて実感させられた（寧比

曾岳1121m･ねびそ魚鬮)。

3ソフト・アクション・スキーム

Z白治瞳アクション

ビ1分たちの地域は住民自身が

集落の現状を把握し，！課題を持

ち合い考えることから共同意識

の形成．地域活動の活性化，美

しく催み良い快適な山村の創造

等、地域連絡感の発抑を期した

アクションは「地域の森林・

I引然鰍境」を兇つめI尚し,nyf

的創意による知恵を出し合う↑j

動腱開を呼びかけた。この結果，

近{|疎外になりつつあった，地

域のイメージアップを助長する

結果ともなった。

2ノコールオンサービスの実施

声がﾙ間く．森林林業ll1前|:II談》

..｢噛話一本するだけでハーイ」…

|"111として、グループまたは

地域からのコールをリクエス|、

し，その盤諦に蔽極的な行政対

応を行うこととした。

森林・林業・同然潔境に関す

ることがiﾐであったが，園芸・

lll野峨・fif木染め・撤栽等，趣

味の領域までI隔広く，直接指

導・識習会等を開催した。

行政主導と異なり内己申併制

のため，気綴さの中にも熱心さ

が伴い，件数は少なくとも・定

の評illiが得られ，今後もﾉJ間活

動にとらわれず恒常化に努める。

3町職員の林業体験研修の実施

･･･《いい汗かこう・実体験》…
かい

何ごとも「腕より始める」肝

要性から,ll11職風全体を対象と

した「林業実地体験研修」をllll.

有林で実施した

Iﾉﾘ班に分かち,-i畠として間伐

体験実習を行い，「健全な森林」

を持続的に経営する林業哲学を

習得させ7｢緑林･自然と人との

共唯」について，IjI村行政椛進

の共通ステータスを持つよう努

めた。大､'2の職員が森林作業は

初脚蝋であったが，感想を求め

てみると好評でirIIII梅林管肌は

職員の手で」のjliもあって，継

続的実施の必要性を痛感した。



蕊

'’

4

.3
＆

質

鍔

謬
一．

▲海布丸太生産林の説明をしているところ

⑳｢III里あすけ森林協力隊｣(仮称）

の結成検討

《あすけフォレストレンジャー》

健全な森林・自然環境の保全

には，労務不足が喫緊の課題で

ある。このため地域づくりの一

環としての木話人(キーワード）

「交流と連携｣をI陥広く検討する

!|!で，ボランティア活励として

の「森林協力隊」の絲成につい

て，既存活動の助炎に努めると

ともに，広く都市住民に呼びか

ける具体的なユニオン|柵想につ

いて，関係者による「検討委貝

会」を発足させた。

今後その具現化に向けての検

討を進め,｢多角的山村と都市と

の交流」の一戦としての課題解

決を1J及的に図り，同時に森林

指導貝養成も検討していく。

4その他｢実施および検討事項」

①i鮒性能林業機械導入研修会実施

②間伐・枝打・海布丸太・林床活

刑等にかかわる研修会実施

③築窯技術伝承拙習会実施

④「秋の緑化強洲逆動」の艇|州

⑤「森林桁導典」の礎成検討

⑥｢股11l漁村湖附群いきいきj･j間」

（|･月）の対応検討

⑦l111職此の「林業研究グループ」

の設立検討

いずれも月間riｺに実施・検討し

35

会舅の塞塲

たが，①は施業地確保の問題，②

は日程調整（秋祭り・稲刈り等）

に苦慮，③は「三州足助屋敷」の

窯改良に合わせ，ボランティアと

一体となって実施した。④は例年

どおり主旨の周知を，⑤は今後の

課題として「森林協力隊」と並行

検討，⑥は『町の月間運動」その

ものであり，⑦は職員体験研修の

ムードから年内結成を目指してい

る。

5「月間運動」の期するもの

「森林･自然に親しむ月間」運動

は,M1.民の側とのかかわりの度合

いによって評価は大きく異なるで

あろう。しかし，現在の山村と都

市の間に横たわる多様で複雑な諸

問題の中で，町民のつながりを強
かい蓋

め活力ある運動展開が垣間見られ

たことは，初年度としては成果が

あったものと評価している。

町民が互譲互恵の精神を発揮し，

この運動の意義を理解し浸透させ

発展していくことを期待するとこ

ろである。次年度に向け，評価と

反省を加え「継続は力なり」を念

頭に，「森林･林業」の復権を見い

だしたいものである。

●森林の調査・研究に空中写真／

平成B年度空中写真撮影一覧図霞
ミ頒価2,884円(税･送料込み） 事前調査，調査地選定・設計，森林解析に空中

写真はいまや欠くことのできない情報源です。当
林野関係機関・国土地理院全撮影成果図示 該地域がいつ，どの機関によって撮影されたかが

．最新成果の撮影年度・平成B年度撮影予定一目瞭然即座にわかり，空!'』写真入手を的確．容易にしま
撮影機関別に色分け す。過去の成果も表示しているので，当該箇所や
5万分の1地形図区画，図葉名入り 周辺環境等の経年変化を追う場合も的確な写真選
撮影地区一覧表交付申込要領・同様式表示(裏面）

択を可能にします。
，縮尺1：1,200,000(73×103cm)12色刷

’撒圃義人日本林業技術協会事業部まで珊繍職覇涌熟"‘
林業技術No.6561996.11
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朝
は
ご
飯
を
し
っ
か
り
食
べ
る
く
し

特
に
、
朝
食
時
の
「
ご
飯
」
は
蕊
要
で
す
。

朝
ご
飯
も
食
べ
な
い
で
、
家
を
飛
び
出
す
よ
う
で

は
、
情
報
化
時
代
の
世
の
中
で
生
き
残
れ
な
い
で
し

ょ
う
。
受
験
戦
争
の
激
し
い
子
ど
も
で
も
、
ま
っ
た

く
同
じ
で
す
。

朝
ご
飯
を
し
っ
か
り
と
ら
な
い
と
、
午
前
中
は
脳

の
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
空
っ
ぽ
状
態
に
な
っ
て
お

ひ

ｖ
凸
〆

と

〃
（
一

静， り
、
頭
の
回
転
が
悪
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
集
中

力
や
注
意
力
が
散
慢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

仕
事
や
勉
強
の
能
率
は
低
下
し
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
は
ず
で
す
。
夜
、
眠
っ
て
い
る

間
で
も
、
脳
は
働
い
て
お
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
澗

費
雛
は
、
円
中
の
覚
醒
時
と
ほ
ぼ
同
じ
。
し
た
が
っ

て
、
朝
に
な
っ
て
Ｈ
を
覚
ま
し
た
と
き
に
は
、
脳
は

ガ
ス
欠
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

急急

脳
は
、
ぜ
い
た
く

な
器
管
で
、
ほ
か
の

内
臓
が
脂
肪
な
ど
か

ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

と
れ
る
の
に
対
し
て
、

脳
は
ブ
ド
ウ
糖
し
か

利
用
し
ま
せ
ん
。

そ
の
ブ
ド
ウ
糖
は
、

米
な
ど
の
穀
物
に
多

い
炭
水
化
物
に
よ
っ

て
作
ら
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
脳
の
働

き
を
ス
ム
ー
ス
に
回

転
さ
せ
る
た
め
に
は
、

朝
の
ご
飯
は
た
い
へ

ん
に
重
要
に
な
り
ま

す
。

ご
飯
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
ま
だ
あ
り
ま
す
。

デ
ン
プ
ン
粒
の
性
質
に
よ
り
、
パ
ン
な
ど
小
麦
系

の
粉
食
の
ほ
う
が
、
血
糖
値
が
上
が
り
や
す
く
、
下

が
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
一
方
の
米
の

場
合
は
、
な
だ
ら
か
に
上
昇
し
て
、
持
続
力
に
も
優

れ
、
下
が
る
時
に
も
な
だ
ら
か
な
の
で
す
。

平
た
く
言
え
ば
、
ご
飯
の
ほ
う
が
腹
も
ち
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
、
脳
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
の
供
給
も
、
そ

れ
だ
け
安
定
し
ま
す
か
ら
、
頭
の
回
転
も
よ
く
な
る

わ
け
で
す
。

た
だ
、
脳
の
中
の
ブ
ド
ウ
糖
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
と
き
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
協
力
が
必
要
で
す
か

ら
、
食
事
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
＆
の
豊
富
な
も
の
を
添

え
る
と
、
頭
の
機
能
は
さ
ら
に
よ
く
な
る
は
ず
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
恥
の
多
い
も
の
と
い
う
と
、
ゴ
マ
や
大

豆
、
海
苔
、
ワ
カ
メ
、
昆
布
、
カ
ツ
オ
節
、
サ
ケ
、

ブ
タ
肉
、
卵
黄
な
ど
で
、
朝
ご
飯
の
副
食
物
に
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
、
ご
飯
に
納
豆
を
か
け
、
そ
の
上
に
卵
黄
を

た
ら
し
て
食
べ
た
り
し
ま
す
が
、
実
は
、
朝
食
と
し

て
は
理
想
的
な
〃
健
脳
食
〃
。
納
豆
、
黄
身
、
米
の
す

べ
て
に
、
記
憶
向
上
に
役
に
立
つ
レ
シ
チ
ン
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

休業技術X0．656 1996.11
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ご
飯
と
み
そ
汁
・
梅
干
し

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
毎
年
延
び
続
け
て
い
ま

す
。

昨
年
（
一
九
九
五
年
）
こ
そ
、
阪
神
大
震
災
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
な
ど
に

影
響
を
与
え
、
や
や
下
が
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、

男
性
が
七
十
六
・
三
六
歳
で
あ
り
、
女
性
は
八
十
二
・

八
川
歳
で
、
共
に
雌
界
一
の
長
寿
。

長
生
き
の
理
由
は
、
幼
児
死
亡
率
の
低
下
や
医
療

水
準
の
高
さ
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
、

日
本
人
の
食
生
活
に
負
う
と
こ
ろ
が
、
き
わ
め
て
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
日
本
人
の
世
界
一
長
寿
を
支
え
て
い
る
食

生
活
の
特
徴
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

伝
統
的
な
「
和
食
」
を
中
心
と
す
る
、
日
本
型
食

鍜鍋鍋鍋鍋鍋鍋9雛
3醗醗醗溌鯛鰯

蕊”，溌殺磯砿醗
調鯛鋪､雛鰯
雲

9鰻
9般
鍋，
ﾖ識
9溌

鶏”鶴”調、
ﾖ醗
勘畿殺駿
曾醗磯溌
毘醗溌殺

聯職繊雲羅
'醗醗畿

識
謂'鯛畿
動溌設般
9鯛醗般
箇：苗’

蕊
’
9
9
×

ヨ
ヨ
鍋鍋，醗磯醗殺轆酸

生
活
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
和
食
」
は
、
ま
ず
、
「
米
」
の
ご
飯
に
「
み
そ

汁
」
、
梅
干
し
、
ぬ
か
減
け
な
ど
の
「
漬
け
も
の
」
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
基
本
で
す
。

副
食
物
は
、
魚
料
理
を
中
心
と
し
た
「
主
菜
」
が

あ
り
、
「
副
菜
』
と
し
て
、
「
野
菜
」
の
煮
物
、
そ
れ

に
「
大
豆
」
で
作
ら
れ
た
豆
腐
や
納
豆
、
煮
豆
、
き

な
粉
、
ゆ
ば
、
凍
り
豆
腐
な
ど
が
添
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
「
み
そ
汁
」
で
二
汁
」
と
な
り
、
「
主

菜
」
が
一
に
、
「
副
菜
」
が
二
で
す
か
ら
。
汁
三
菜
」

と
な
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
さ
を
守
っ
て
き
た
お

か
げ
で
、
日
本
人
は
世
界
一
の
長
生
き
民
族
に
な
れ

た
の
で
す
。米

が
あ
る
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

和
食
の
食
事
法
は
、
ま
ず
、
食
べ
る
人
の
目
の
前

に
、
ご
飯
を
ど
－
ん
と
置
く
。
ご
飯
が
い
ち
ば
ん
、

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
し
、
生
命
力
を
強
く
し

て
く
れ
る
こ
と
を
、
日
本
人
は
、
だ
れ
で
も
知
っ
て

い
る
か
ら
、
目
の
前
に
ご
飯
を
ど
－
ん
と
置
く
の
で

す
。

米
の
主
成
分
は
、
肉
の
よ
う
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
脂
肪
と
関
係
の
な
い
炭
水
化
物
で
、
約
七
五
パ
ー

セ
ン
ト
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
、
一
日
に
消
費
す
る
カ
ロ
リ
ー
源
の
六

○
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
、
こ
の
炭
水
化
物
か
ら
と
っ

て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
米
の
ご
飯
は
、
ど
の
よ
う
な
副
食
物
と

も
、
実
に
よ
く
合
う
。
洋
風
で
も
中
華
風
で
も
、
ど

の
よ
う
な
料
理
で
あ
ろ
う
と
、
味
の
相
性
が
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
洋
食
を
食
べ
よ
う
と
、
中
華
料
理

を
食
べ
よ
う
と
、
ま
ず
、
ご
飯
を
目
の
前
に
ど
－
ん

と
置
い
て
食
べ
れ
ば
、
肉
料
理
の
よ
う
に
脂
っ
こ
い

も
の
で
も
食
べ
す
ぎ
に
は
な
ら
ず
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
も
よ
く
と
れ
ま
す
。

日
本
人
は
、
ず
っ
と
古
く
か
ら
、
食
事
の
と
き
に

は
必
ず
、
ご
飯
を
ど
－
ん
と
置
き
、
ご
飯
主
体
の
食

事
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
世
界
一
の
長
寿

記
録
が
あ
る
の
で
す
。

休業技術N(） 6561996．11
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ベルが根本的に異なる。特に，予

箕輪光博の5時からセミナー5 算，各種施策・規制などにかかわ

る部分戦闘力（定石知を含む）は

格段に優れている。それに比べる

行政技術と外部への制度化等獣篭欝撫隠
る。これでは，行政というゲーム

に勝てるはずはない。したがって，

｜部分に強いシステム（人，組織，という言葉がある。産官学の癒着，トップダウン方式
社会など）は全体に弱い。逆に，さて，総選挙を機に，行革に多の硬直性・画一性，縦割り行政の

全体に明るいシステムは部分に暗大の関心が集まっている。その背非効率性などを叫んでも，国民は

い。世はとかくままならぬもので，景には「官僚システム」に対するその実効性を疑うばかりである。

両面を兼ねたシステム（人）には積年の不信感がある。それでは，官僚を超えた「政治

めったにお目にかかれない。明治以来，縦割り行政はその経プレーヤー」になるための秘策は

部分に強いシステムは,もの(金世力をつけるために，それぞれのあるのだろうか。

、や機械，土地など）を好み，その部局が「内部への制度化」を推しそれには，実に当たり前のこと
|自己増殖に異常な執念を示す.そ進めてきた。それは,IZIを管理すであるが,政治家は官僚と「ペア
Iれが，今'1の文明社会を築き上げるための「行政技術」の確立過程一政治」をしているのだという脚

'た原動力であり．「経世力｣ともいであった。その意味では,官僚は覚を深め､パートナーの経世力を
|われている｡他方,この対極に，事務官僚であろうと技術官僚であ浩かしうる警世力の養成に努力す
I経世力の異常な増殖をｺﾝﾄローろうと立派なプﾛの技術者であり，る必要がある｡もし,ぺｱー政治
Iルする働きを意味する「警世力」 アマの政治家とはその行政技術し先進国が世界のどこかにあるなら
し-,-,...-.______._－－－－－___－－－－－－_一….…----,-.----－--.-.----

中川重無著 担い手によって進めるか。対象を

都市生活者とし，これに期待する

視点に立って，神奈川県下のグル

ープの実際の取り組み事例を紹介

している。この項では，取り組み

に際して，自発的能動的な姿勢が

大切であること，グループづくり

はゆるやかな組織であること，女

性パワーの参入を心がけることな

どが必要であると指摘している。

第4章「世界各地の雑木林の利

用・保全」では，著者の抜群の行

動力で見聞してきた世界各地・ウ

ガンダ，エクアドル，マレーシア

ドイツ，スイス，フランス，イギ

リス，イタリアなどの雑木林の

種々相を紹介し，その利用状況，

興味ある点，問題点など，これか

らの雑木林の活用について参考に

なる事例を取り上げている。

第5章「交流を深めて里山を豊

かにする」では，3年前から国内

{本の紹介｝本

再生の雑木林から一
塁
の
箪
爵 日

且
出
４
計
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
ｑ
ｊ
ヴ
ユ

灘

…
↑

ず

曲
偶
斑
恥
§
“
令
ｘ
，
“
●
ｎ
審
ザ
、
侭
‐
“鐸
〃
§

島
一
一

Ｔ
ｎ
Ｌ

６

Ｆ

発符:緋式会批創森極；!:簿:撚蕊篭鯲

雫162嫌衷都新宿厩下宮剛1鞠8淑潔撫
徹協碗湖22諏蕊":織謡蕊撚撚
．.･･･5,.:’..，．.｡.．､言．．．§･2．，，§･畑､<:､潔弓吾還麓識,

期96錐8脳0:貝発衝撫怠謬謹璽黛
定価1;600渦(本俸15醗門)窓､:;

本書は雑木林の復権を目指し，

森の中へ実際に踏み込んで活動

している著者の，ユニークな実

践報告である。

雑木林の再生にかける著者の

真蟄な取り組みが，生き生きと

記録されている。

本書は5章に分かれる。第1

章｢よみがえった雑木林の情景」

では，著者らが忘れられた雑木

林に入って，どのような取り組

みでこれをよみがえらせたか、

そのトライアルの実態，具体的な

森の活用，森との対話の仕方を紹

介している。第2章「雑木林の成

り立ちと生態系」では，雑木林と

はそもそもどういう森なのか，そ

の歴史や樹種構成，分布などをわ

かりやすく解説し，これが今どん

な状況にあるか，どういう手入れ

が必要なのかなどを述べている。

第3章「地域住民の手で雑木林の

維持・管理」では，放置されてい

る雑木林の維持・構理をどういう

林業技術NC656199611
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ぱ，そこに留学して，呼吸の合I

わせ方,主体性の確保の仕方を｜
学ぶべきであろう。

それにより,IIt界政治にも強；

くなる。これは一石二鳥である。

同様のことは，小生のようなヘ

ボ学者にも当てはまる。

とにかく，われわれ一人一人｜

がr警世力」を磨く以外に手だ’
てはない。

その手始めに，森林・耕地・I
河川の共生原理を踏まえた，省｜

庁一体（例えば，農林水産省･I

建設省連携)の治山治水.利水I
行政システムを実現させたいも’

のだ。

これは21世紀に向けての｢外I

部への制度化」の第一歩だ。i

一－一一早09判一q
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_漁念織"錘鍾

イスラエルの砂漠研究所では

潅水設備に頼らず，自然の降雨

を妓大限に生かした緑化を研究

しており，その発想の原点は二

千年以l:も前のナバテヤ人の腱

法にあるという。その話を伊東

伴尾さん（内山緑地建）からう

かがい，興味をもった。早速膜I

係の資料を見せていただいたの

で紹介しよう。

ナバテヤ人とは北西アラブ人

のことで，紀元前7～811t紀に

来て王国を造った民族である。

王国は約千年続き，紀元106年

にローマによって滅ぼされてし

まった。その遺跡が妓近発掘さ

れ，当時のナバテヤ人の水を確

保する知恵と工夫が明らかにな

ったのである。

アブダットは年間降雨並80

ミリという超寡雨地階のうえ，

夏の平均気温35℃,冬は15℃で

夜間には妓低気温0°Cまで下が

る。こんな厳しい口然のドで腱

業が営めたのは，土壊と地形を

利用してわずかな雨を集め，妓

大限に活用したからだという。

土壌は水の浸透しにくい軽埴土

で，太'場熱で固く乾燥するため，

深さ2～3mに浸透した水は蒸

発せず，年間を通して腱作物に

水を供給したのである。ナバテ

ヤ人の王国ではそんな丘と丘と

の間の水の集まる場所に，段々

畑を開いていたと推定されてい

る。現在も斜面に深く穴を掘れ

ばそこに水がたまり，樹木が育

ち，写真に見るような景観を示

してくるのである。

伊東さんの話では，遺跡のあ

る場所に聖書に出てくるモモ，

アーモンド，ピスタチオ等80繩

を値えてみたら，すべてが育っ

たという。砂漠を緑化する方法

を探して、イスラエルでは現在

こうした研究も進んでいるとい

うことである。

（参考文献：伊東伴尾｢乾燥地イ
スラエルの最新緑化珊梢｣一緑の
I読本シリーズ34,1995年）

（筒＃|:辿夫）
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(東京大学大学院

農学生命科学研究科）I
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で始めている全国雑木林会議開

催の経緯，活動状況を詳細に記

述し，雑木林への取り組み運動

の広がりを紹介している。この

中で著者は，市民運動の限界性

も指摘し，自治体などとの提携

の必要性を付記し，まずは雑木

林の多様性を認める社会づくり

が望まれるとしている。

以上，本書の内容のあらまし

を項目を追って紹介したが，要

するに、これは著者中川氏の月

で見，手で触り，足で歩き，汗

を出して活動してきた日々の，

虚飾なき記録である。

本書の中川的視点でとらえた，

再生の雑木林からのメッセージ

は，雑木林に関心を持つ多くの

人海に，必ずや大きな示唆と刺

激を与えるものと確信する。

（広葉樹文化協会会長／岸本潤）
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栃木県支部（栃木県林業振興課/福、昭）
第20回全国育樹祭が盛大に開催される

なお，併催行事

溌
功労荷の表彩，記念極･jz臘呈，緑林技術交流集会が開催され，約下

の少年|J1活動発表の後，矢板市朧名の参加者が､21世紀を目指した

住の小川一夫さんの家族(3世代）森林・林業の進むべき方向につい

が，林業後継音代表として，未来て意見交換するとともに、日光市

への抱負をr鱒いのことば」とし総合会館においては，約千名が参

て述べ,雌後に火会決議として｢青加して，全l玉|緑の少年団活動発表

耐活勤の俄極的推進と緑づくりをノ<会が開催され，学校林活動など

1115I'f少年の育成」が全会一致でを紹介した栃木県氏家町立押12小

採択され，ア|､ラクションを交え，学校緑の少年団が代表発表校とな

臘会のうちに|洲僻した。り、次の日の全国育樹祭式典にお

「ふるさとの緑が育(はぐく）む

人・未来」をテーマに，第2O何全

国育樹祭（国土緑化推進機構，栃

木県主催）が10月131-1,全国の

林業関係者ら約8千人を招いて欠

恢市県民の森で開催された。当日

は天候に恵まれ，式典に先立ち，

皇太-fご夫妻が，昭和57年のr第

33IIII余国植樹祭」で昭和天皇・巣

后両陛下がお手植えされたスギと

ヒノキを枝打ちされ，続いて行わ

れた式典では，皇太子殿下が「ふ

るさとの身近な自然が世界の緑へ

と広がり，緑の大切さがさらに深

く認識されていくことを願いま

す」とのお濤菓を述べられた。

さらに、林業振興等に貨献した

■■

蕊艤議鍵灘霧顛然"赫業、 住宅の工法の違いに

対する国民の指向
国2×』1_1:法■フ･レハブ［法pjlllfil,1:MF戸8｡(）

70(）
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新設住宅着工戸数は，．､ド成3年

以降増加傾向で推移していたが，

､ド成7年は1｣7万戸となり，前年

に比べ7．7％の減となった。また，

このうち木造住宅の苔に戸数は

67万戸，水造率は45.3％であっ

た。木造住宅は前年に比べ，着工

戸数で8％の減，シェアで0.6M

イントの減となった。

この木造住宅のエ法別の戸数の

推移をみると、在来の軸組工法以

外の工法の住宅が増加傾向にあり，

軸組｣二法の住宅シェアが年々減少

し，平成7年には83．3％(着工戸

数555万戸）となっている。特

に，2×4（ツーバイフォー）工

法の住宅が堅実な増加傾向にあり，

､ド成7年の2×4工法のシェアは

11.1％（着工戸数7．4ﾉj戸）とな

った。
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嶋扇畔9月蕊鍾謹騒懲騒繍醗鰯灘議鍵鍵議掴“｡’‘､￥

蝿…"電'"‘、'“篭
'I弱年1月譲譲蕊霧譲蕊議護霞霧…,M15｣3"舟､弓
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図1(建設省処没統,;|･年報』,(柵ツーバイブォー協会衰料）
岡2(総理府r繰林・付難に側する11t諭綱廠｣）
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いてさわやかな活動発表を行った。

また，記念行事として，13～14

日の2日間にわたり，'96林業機械

展示・実演会が矢板市南工業団地

で㈹林業機械化協会との共催で開

催され，最新の高性能林業機械な

どの展示・実演に約7千名が訪れ，

模擬上棟式などのイベントを交え，

大変なにぎわいを見せていた。

終わりに，育樹祭会場の造成に

当たっては，中央に生えているコ

ナラーヤシャブシーヤマザクラーア

カマツの4本の前生樹を残して記

念樹とするため，国旗掲揚台をあ

えて中央の位置から参加者が見え

る位置に移動したが，この4本の

記念樹の成長とともに，森林や緑

を守る意識がさらに高まり，畷か

な森林・緑が次代へ引き継がれる

ことを願っております。

|霞蕊逼’|蕊蕊蒙’鍵議

科学技術基本計画について

天然済源に乏しく，また，急

速な高齢化を迎えようとしてい

るわが国は，経済の自由化・国

際化に伴う産業の空洞化や社会

活力の喪失等という事態を回避

し，明るい未来を切り開くこと

が求められています。また，地

球環境問題，食料・エネルギー

問題等，人類の将来には大きな

問題が立ちはだかっています。

これら諭問題の解決に貢献す

るためには，わが国の独創的乳

先端的な科学技術を|冊1発し，こ

れによって新産業を創出ずる，
いわゆる「科学技術創造立国」

を'二|脂すことが必要との認識が

淵iまっています。

このような観点から，わが国

技術関係経費の総額規棋17兆

円で，これは関係経費が5年間

でほぼ倍増することに相当す

る）等，大きく踏み込んだ内容

が朧り込まれています。

わが国で大型研究といえば，

原子力や宇宙開発等がまず思い

浮かびます。また，「基本計画」

⑳蝋きを受けで勘-脳研究,地球
変動等.新た議塞型翻究プロジ

篭蕊鶴謹懲
エク卜

ており．

の鋤糯給のひっ迫を懇淀した
バイオ秀タノロジー技術の推進
等力縦目急笂そきています。

ところで，森林・林業・林産

業の課題を振り返ってみますと，

地域の林業や木材産業を巡る情

平成8年1月に総理府が行った

世論調査では，新たに住宅を求め

る際にどのような工法の住宅を進

びたいかとの問いに対して,｢准来

工法（軸組工法）の木造ti;宅」と

答えた者が69.1％，「プレハブ等

在来工法以外の木造住宅」と答え

た者が12.5%,r非木造住宅」と

答えた者が15.1％であった｡在来

の軸組工法とプレハブエ法等を合

わせた木造住宅全体では81．6％

と，前回の平成5年の調査に引き

続き高い数値を示しており，木造

住宅への指向が依然根強いことが

わかる。

ところが，昭和61年の調査以

降，在来の軸組工法の木造住宅を

選ぶ者の回答は減少傾向にある。

この背景には，2×4工法の住宅

などが，在来の軸組工法住宅に比

べて，価格競争力，工期等の面で

比較的有利なことなどがあるもの

とみられる。

の科学技術倣拠に|期載る施策を 勢
り
め
符
と
温
技
海

は依然として厳しいものがあ

，これらの情勢を打開するた

，試験研究。技術開発への期

はますます高まってきている

いえましょう。また，地球の

暖化や熱帯林の保全等，林業

術の果たす役割も大きなもの

あります。

わが国の科学技術振興は，今，

きな転機にあるといえます。

のような中で，林業技術の重

総合的かつ計画的に捌雛するこ

を仁|的として「科学撫腿本

｣が昨年11月に識鴬立法とし
成塑し，まだこれを具維化す

ため「科学技術基本計画」が

年7月に閣議決定されたとこ

です。

この「基本計画」の中では，

と
法
て
る
本
ろ

研究者の流動性を商める任期制 大

この導入や研究兼業計:可の円滑化，

民間との共同研究の促進等とい

った新たな研究開発システムの

描築のための制度改革や，競争

的資金をはじめとする多元的研

究資金の大I隔な拡充等の政府研

究開発投資の拡充（平成8～12

年度の計両期間内における科学

要性をアピールするとともに，

それを新たな展開に結びつけて

いくことが求められているので

はないでしょうか。

（雄）

(この柵は編集委員が担､'fしています）
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⑳新潟大学

⑳玉川大学

⑳京都大学

●
一
一

、
、
、 〆

⑳新潟大学農学部生産環境科学科

〒950-21新潟市五十嵐二の町8050

Tm.025-262-6602FAM025-263-1659

http://www.agr.niigata-u.ac.jp/

◎大学院＝自然科学研究科｡博士前期2年課程と博|§

後期3年課程の隆分制大学院｡森林関連は,後期課稗

では環境科学専攻(定員＝8名)の地域環境科学人識

座に属す｡前期課程は環境システム科学専攻(定員＝

51名)の森林科学教育研究群に属す(自然研究科は

理学部,工学部,農学部を母体とする総合大学院であ

る)。

◎学部の講座･研究室等＝農学部は,3学科9識座の描

成で,森林関連は,生産環境科学科(定員54名)の森

林環境管理学講座(森林生態学,森林再生学,砂防_1:

学,森林環境保全学,野生動物管理学)と生物生産情

報学講座の一部(森林計測学,森林経営計画学),ほか

に農業生産科学科(定員＝57名)の農業経済学講座

の一部(森林政策学),応用生物化学科(定員＝55名）

の生物資源利用学講座の一部(森林資源利用工学,森

林寅源利用化学)がある。

◎関連施設＝佐渡演習林・村松苗畑◎推薦入学：生産

環境科学科＝普通科(定員＝5名),農業に関する学

科(定員－5名)｡＝3年生締入学(符下名)。

－開講科目(新潟大学生産環境科学科)－

●必修科目･･生産環境科学概論,環境保全｣二学.応用散学.流域補
理学,自然保護学概論生物統計学､生物梢報処理論.測斌学,測
飛学突習.情報処理演蒋1.生産環境科学実習.卒業論文｡●選
択科目…土木測爺学.櫛造ﾉﾉ学l.堆礎水蝿学.上間ﾉJ学1,_上
壌物理学,農地水文学,土木柵築学､かんがい排水工学,kl.ll工
学､土木材料学､織造力学1L上木施工法,応用水理学.水哩施設
学,土質力学11.畑地工学,鉄筋コンクリーI､学､-|:地改良学.上
木測駄学実習.枇造ﾉﾉ学演御.土蘭力学演習､水理学滅習､-上水
材料･構造実験．I斑・上壌物理実験,水文･水理学実験,河海]：
学.道路・橘梁l:|学,森林'1物保態学,鮮林再生学随生態学.線
休生態学.森仲立地学,林木生態生理学.砂防工学.林地水文学，
森林保全工学.森林環境橇能諭､森林測it学,緑林嚥境管理学特
諭.森林再生学実習.森林生態学実習.極生態学実験,砂防学実
習.砂防学瀧謹森林環境機能論減習,森林測ht学実習.林道投
計実習.木材収礎学演瀞,樹木分類学突習,砂防現場実稗.爽地
見学,課題セミナー.専攻演習.森林環境計I飾学,森林環境訓価
学演稗.淡齋林実習.撫林環境科学実習.水源流域での保全と防
災.樹木分蔵学.樹病学,林水音稲学.地球気象学､農林地鷲学．
砂防計画学,雪氷防災学,斜IAi流動論､木材収櫻学,休業機械学，
森林t水学.森林政莱学.ｲく材市場論､伸水組織撒造学.水質材
料_L学,樺林バイオマス化学,造I朝学.遺伝学,放射化学,蛾地利
川学.牧晦論,職端'紫汎論,植物生理化学,農業怖鞭工学,腱業プ
ロセス1準,システム制御l:学,施畿制御_L学,生I雁機械学,生
産磯械利用学,'臘物資源;1'!画学､森林繩燃計1町学,練林‘汁測学．
リモートセンシング.知識工学概論.値f計揮機概諭.農村,汁iiリ
学､多変量解析論惜鰕処理淡稗11.幾場・磯械爽稗､他。

⑳玉川大学農学部農学科

〒194*)i(郁町剛市玉川学隙|6-1-1

TEI"()427-39-8850FAX.0427-39-8854

動大学院＝腱学研究科漬源生物学専攻(全5分野),修

士課曝定員12名,跡土課礎定貝Jl名｡学部の2学科

（腱学科,農装化学科)分野を合わせた1専攻｡林学膜I

係は応川植物学分野に属し,林学研究室教員が1名

加わっている。

○学部の講座･研究室等＝腱学科,農裟化学科の2学科

（定員各110名)で林学関連は学科はなく,農学科の

l研究室としてある｡腱学科には林学研究室,育種学

研究室,側裟学研究室,作物学研究室,生物学研究室，

昆虫学研究室,帯朧学研究室,食料締済学研究室,生

物生座管理学研究室の9研究室があり，3年次(平成

7年度人学生からはセメスター制導入のため5セメ

スター)から各研究室に所属し,関連の淡習,実験,実

習および卒業研究を行う。

＊林学研究室＝林学,森林科学に関する研究｡所属教員

は3名で,学生定興は決まってはいないが,毎年15

名前後が所鵬している。

関連施設＝附属演習林(神奈川県足柄~ド郡箱根町,北

海道川上郡弟子屈1111.)。

g社会人入試枠＝なし。

◎研究生,聴識蛾(科目等履修生)＝あり。

－開講科目(玉川大学膿学科)－

●必修的科目･･他物発育fl刈1学,避伝学,興境農学概論,生物生潅
締叩学A,化学実験,腱場突稗IA.何機化学概論,械物生理学．

生物生産符理学B,環境生物学.腱学実験1.腱場実習IB，食

ハj作物学概論,ff弧学慨倫,剛盤学概諭,繩林機能論,畜産学概
論,応用昆虫学､食料経済学.腱学実験11A,腱場実稗IIA,動物

生理学.腱学実験IIB,生物統計学,腱学減習1A,専門災験A,

聯門炎淵A,農塒実稗Ⅲ.挫学油倒IB,Wi''l実験B,哩門実習

B,腱学淡習11A.股学淡翻IIB,卒業研究｡さらに.林学研究室
必修科目は次のとおり｡森林生態学,森林保遡学,樹木学,測叶t
学,造林学

●選択的科目…森林政策学､職源賊物学,艇業菰象学,脳物形態・

分勉学.緑地械栽学,'k物科学概論,械物摘蝿学,昆虫'k理学,動
物生態学,病群防除論,･附鞭辮瑚諭施投剛磐学,腱政学,沸虫播

叩論,腱学称別鋤袋､|:壌学.特用作物学,脳物細繊啼錐諭,花)'f
I刺芸学.分子生物学,擁蜂学馴棚物栄謎学,航物荷狐学各総蔬菜
剛裟学,果樹側裟学.維埴学､腱産物i1i場論,則際腱業経済‘諭,食

〃i瀧業経済論､農薬学,分析化学概論,食品製造学慨倫,家畜栄
盤学､家滞'櫛ｲ幟棚学.家箭育抓学.家滞繁航学,家滞1”{1学,腱

業雑燐会’汁学,応川微生物学概論,食川作物学各縮腿業機械
学､飼料学.腱場爽習IIB.他
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⑳京都大学農学部

〒601-01京都市左京区北|生i川追分町

TEL.075-753-6070FAX.075-753-6129

＊京都大学においては,学部改組に伴い平成9年度か

ら林学科が次のように変わります。

◎大学院＝森林科学専攻(平成8年度以降計耐i)に4識

座が置かれ,専攻分野(カッコ内は現在の学科等およ

び講座・部門名を示す)は次のようになります。

＊森林資源学講座･･森林･人間関係学(森林経蝿学),熱

帯林環境学(国際林業論)。

＊森林生産学講座…森林資源利用学(林業工学),森林

生物資源学(新設)。

＊緑地環境保全学講座…環境デザイン学(造剛),lll地

保全学(砂防学)。

＊森林資源管理学講座＝協力講座…森林精搬学,森林

育成講座(演習林)。

◎学部の講座・研究室等

A.生物生産科学科(学科名)には大学科目名として生

産システム学(5分野,学生定員25名)が慨かれ,森

林資源利用学(分野名)ほか4分野が含まれます。

B.生産環境科学科(学科名)には大学科｜盲1名として生

物環境科学(8分野,学生定員21名),地域球境nII造

学(7分野,学生定員31名)が侭かれ,前者には森林

生態学,熱帯林環境学,森林･人IIIIIAI係学,森林生物溌

源学,森林水文学(分野名)ほか3分野が,また,後蒋

には環境デザイン学,山地保全学(分野名)ほか5分

野が,それぞれ含まれます。

－開講科目(京都大学)－

●選択科目(必修科日はありません)…生物環境科学災験法およ

び実験I,生物環境科学突職法および実験II,生物蝋境科学尖

験法および芙験111,生物騨境科学実験法および実賊Ⅳ,生物蝋

境科学実験法および実験V,生物蝋聡科学災験法および火験

Ⅵ､生物斑境科学実習I,生物球境科学実WII,'|物猟境科学実

習lⅡ,生産環境科学概論,減習林実習1，恢習林爽習11,森林生

態学,群集土壌学,森林水文学I,森林水文学11,l'iⅡ縦森林闘源
論,森林経理学.森林育成学,森林'llWIi学,森林仙物1を,森林i汁測

学,森林生態学演習,森林水文学淡料,森林･人間IMI係学減習,砂

防学1,砂防学11,造剛学I,造I刺学II,緑地計iil'i諭､緑地械物
学,砂防実習､造圃実群l.造閲実糾I1,il1I樅法及び災判,他。
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再び,どこに林学関連の研究室があるのか？’

「今,大学ではどの学科のどの研究室で林学関連I

の研究が行われているのか｣誌上で紹介してほし’

い,との会員のご要望におこたえすべく，今年の4’

月号から続けてきた本欄も,今月号でいちおうの’

，逃切りを迎えることができました｡この間,ご協力I

をいただいた各大学支部幹事の皆様には,あらた#

めて厚く御礼申し上げます｡また,読者の皆様にI

は,26校のミニ紹介からどのような感想をお持ちI

になられたでしょうか。

さて，ここでこれまでの各大学の掲載号を振りI

返ってみましょう。

4月号

東京農業大学,岩手大学，山形大学。

5月号

京都府立大学,鹿児島大学,宮崎大学，琉球大学。1

6月号

北海道大学,岐阜大学,静岡大学'信州大学。

7月号(休戦）

8月号

東京大学,三重大学,愛媛大学,高知大学。

9月号

東京腱工大学,宇都宮大学,鳥取大学,島根大学。1

10月号

筑波大学,日本大学,名古屋大学,九州大学。

11月号

新潟大学,延川大学,京都大学。

＊＊＊

すでにお気づきの方もおられると思いますが，’

これまで掲賊してきた26校は,当協会の支部を置’

いていただいている大学です。

しかし,林学から森林科学へという大きな流れ’

があり，また,旧林学科等は有しなかったものの，’

森林科学への新たな挑戦を試みる大学も見られる’

ようになってきたことから,少々守備範囲を広げ’

て,本欄の延長戦(ご紹介)をお届けしていこうと’

考えました。

ここで｢少々 ｣広げる『守備範朋｣の範囲をどこま’

でとするかが問題ですが,'1本林学会(誌)の国内’

の機関会員であることを,いちおうの目安にした’

いと思います｡どうぞご期待ください。

＊先月号の本棚では,筑波大学,1-l本大学,名古踵大学,ﾉL州大学を紹介しています。
＊各大学の状況に応じ,紹介のスタイルが変わることがあります。
＊とりまとめにあたっては主に各大学支部幹酬の皆様にご協力をいただきました。
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職蝋繕瀞 鱸 鍾 篭蹴i繕瀞 繍雛 ’蕊;繍綴灘
森林総合研究所研究会報告No.14

平成8年3月森林総合研究所

I.国内林業生産コストの現状と課題

口育林生産コストの現状一林家経済調査｢育林費調

査報待」から坂IJ精吾

口育林コストと長伐期化一｢育林費調査報告」にも

とづくキャッシュフローの分析岡裕泰

口育林技術と育林生産コス'､一初期保育を中心と

した検討竹内郁雄

口路網幣備と森林施業コスト斉藤和彦

口間性能林業機械作業システムと生耀コスト

ブ|:上源基

．'_|米材製材コストの比較試算西村勝美

Ⅱ、陸I内林業の生産コスト問題と研究方向

□|卦内林業を巡る環境変化と林業生産コスト問題

一今後の研究領域と研究課題坂口精需

口林業生藤コスト問題と今後の研究方向一環境保

全型林業とコスト問題西川匡英

(資料）

ロ林業生産コストに関する研究論文

研究報告第25号

平成8年7月岐阜県林業センター

口林業センター構内等における主要樹極の樹幹流

一主としてユリノキの樹幹流について

中村基，茂木靖和

口老齢貴軍木の組織培養’一『中将姫誓願ザクラ

（国指定天然記念物)』の冬芽培養について

川尻秀樹，茂木靖和，中川一

口老齢賞重水の組織培獲II一ケヤキ老齢木の冬芽培

養茂木靖和，川尻秀樹

□||皮阜県における落葉広葉樹林の病害虫被害の実態

と穿孔性害虫の防除に関する研究

野平照雄，大橋章博

ロスギ榊造川集成材製造のための原木とラミナの機

械的等級区分法の評価

富刷守泰，杉山正典，長谷川良一

ロスギ材の表面性能の收良

長谷川良一、富HI守泰

演習林報告第32号

平成8年3月宇都宮大学農学部附属演習林

(論文）

□日光におけるニホンザルの食性の季節的変化

小金澤祇昭

ロスプライン関数を利用した地形順応型林道の設計

田坂聡明，越智士郎，松尾毅

口木材の曲げ仕事鐙について

福原敬彦,1l1本宰，佐野正教

ロ二枚張り集成材の製造と曲げ性能

福原敬彦鷲野剛三，平野総一

口有節板のllllげについて福原敬彦，小野崎賢一

(資料）

口宇都宮大学船生演習林における成長堂標準地定期

測定費料(Ⅳ）

内藤健司，卉藤勇夫，篠H]俊信．植木宋司

演習林報告第13号

平成8年2月宮崎大学農学部附属演習林

口樹木の萌芽の生理的機能の解明による適正な森林

動態制御に関する研究伊藤哲

|研究報告No.38

平成7年度沖縄県林業試験場

|口風洞実験による防風ネットの減風効果について

平1II功,lll野井克己，河合英二

|ロイ;ll対幹距を用いた育成天然林施業

生沢均，寺園隆一，真壁浩，平田永二，

安里練雄

|口食川きのこ栽培技術の改善試験1－クロアワビ

，タケ優良株の選抜実験比嘉享

|口食用きのこ栽培技術の改善試験I1－菌床栽培に

，おけるパガス材料ビスの検討比嘉亭

|口熱帯性早生樹の無性繁殖に関する研究

近藤博夫},SUGENGPUDJIONO,古越隆信

'（調査報侍）

|ロスタビライザエ法による黒島の海岸防災林造成に
ついて

生沢均，平l刑功、IIITIII誠司，安里修

'ロイジュの地域特性IW!種調査(I)照艤秀雄

'（盗料）

|ロデイゴの天然乾燥について金城勝
ローローー＝■＝＝一一一口一一一ー＝一一.■■■一一一一一一一一一一一一一‐＝一一一一一一一＝一一一‐一一一一一一一一一一一一一一一＝一凸垂一一一ロニーーーーーローーーーーー一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一＝－－－＝＝一つロロ卓■凸●口ロローーー

★ここに紹介する資料は'lj販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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厳業蔚漂行壽－萱

11月

主催剛体／会場／行!lf内容鞭行11＄機 期間区分

僻岡

IIMIII

静|耐県木材協同縄合連合会(aO54-252-3168)/㈱スンエン("HIIIj御諭
229)／県内産の国.何林・腿何林索材の鵬示，群嫌，表彰。

細H本の松の緑を守る会（公06-4↓4-1295)／お力･やま三光雑（岡llllli占京
町1-7-36/12H:識減,!;1･"･愈兇交挑,1311:現地検荊会(総社III吉備

路風土記の丘，倉敷市鷲羽III)。

全国植木協会("0743-53-1955)/11li§凡M1械水股協lli場/li1'(水舳評会,械

水功労者の表彰ほか。

C.C.C.(I'1然・文化nﾘ造会縦/I急場）・l'ill:緑化挑進機榊("()3-3262-
8451)/H生ﾉ鼎ll場(來戚H比谷)/川Ⅲ↑荷:n本聰氏,C･W･ニコル氏，来
京部知事，榊鳩県知'liほか。

林業・木材製造業労働災filf防||協会／ブ.鴎ニツクス・プラ･':("0776-20-
5066)／林材梁|鼎l係箭の労|伽安全術ﾉl窓i棚の,"腸と食仙の迦IW職撒の向l:｡

㈹岡11l県木材組合迎合会(aO86-231-6677)/㈱沖lll'li綜合木材『li場(津山
ili一方146)/尚品闘乾燃材の隅及鵬,．出品材の群從・炎彰・販売。

I｣本工業新聞社(aO3-3273-6182)･[喉院火学･l:'雅院大学聯l''l学校･職業
人再教育研究会／｣ﾕ学院大学(新耐ば)／処築I:や雌_l楽勝を対象とした展
示会。

㈹全日本木材市場連盟(a03-3818-29()6)/岡lll県沖III市㈱津1II綜合木材
市場／全国から天然林，人1鷺林の優良材を典御し．畷,即掩を行う。

静岡県椎茸産業振興会(a05.1-273-1648)・鮒側ﾘi雌疎生産IJI体連合会／箭
岡県腱林短期人学校(盤、郡豊mlIII)/鼎内の生産者を対象にハウス栽培・
露地栽嬬･繭床栽嬬の部門で瀞厳･峡示。災膨は､I城9年6jl20U第34IqI
静岡県椎拝生産者大会において↑『う

r国際協力の！｣‐フォーラム'96実汀委ji会(a078-382-2051)/JI|↓､Z丹波の
森公苑多目的室（柏原町)／1卿際協ﾉJと森林保全をテーマのフォーラム。

神戸街の森づくり笈行委興会㈹国上隷化惟進磯柵(念03-3262一別51)・神
戸市・神戸市公園緑化協会／鎮膳難公側「おらがIII(神戸市)/全料お
よび地元からボランティアの参加を僻て．街の嫌」づくり計画に雌づき．
ヤマザクラ．モミジ．クヌギ群の賊般を行う。

棚日本生態系協会(画03-5951-0244)／ノミ満ソニツクシテイ（崎I蝶雌業文
化センター)/1M界各国からの中･ﾉ<側肉食獣の冊究所を含む媒IIW家，数行
者．政府関係者,n然保縦剛体，一般'lj民が一蝋に会し、この問題につい
て脇識する場とする。

全国天然木化粧合fitIMI梁協l,猟崎迎合会("03-3501-4201)/名II『臆広
蠣樹協同組合木材港展示場（海部IIII弥撫町大'i･:IIW1-52-5)/lll:界汁側の錨
水から4燕される優良ツキ仮の蒋及窟伝のため腱,J錦を行う。ツキ仮腱献
大会は平成9年2月26IIより禍,'iMIliIMI隙鵬》(場で|)MIIII

㈹|卿際家具ﾉ曜薬振興会(a03-5261-9401)/jUi<l'ill縦鵬ボ場｢火〃(ビッグサ
イト』（江東区ｲﾂIﾘI)/内外の膿秀な家典およびlAl遮製,拙の鵬7紹介。
栃木県・栃木県特川林雄協会・栃木ﾘ!!森林組合迎合会・栃木ﾙ↓継済膿業協
I『1組合連合会／二荒l11会館／しいたけほだ化技術の向|鷺による戦端技術の
改稗と'1順朧の増大をll約として実施く

第131ul"|附鼎優良蕊材淵
及展,｣そ会

"221II1r松林保,鯉行成シン
ポジウム

11．10～12

11.12～13

13:(10～

全｜瑚

束願

"101ultl'illl''(水IY,,1'ド会 11.13～15

11．1．1|:流とド流側搬川水系フ
ォーラム

職ノI:

|hilll

東虫

第33111ifIII林付災労伽災

11fIVj11火会

輔7値lllilll雌椛燥材ﾘ及鵬
ぷ会

職紫人両牧がセミナー併'没
r水造{ii"怠の耐鰹総合峡I

６１－

４
ｌ
ｊ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ
１
１

１
１
Ｉ

平成8年度企削優良ｲ<材.股

狄会

､F成8年庇赫岡雌生しいた
けI¥,i¥会

全岡

肺岡

賜
胴

串１
１
１
１

『I叫際協力の上l」フォーラ
ム'96

神Ijiliの『街の森当悩鮒l1
雛

兵蹴

〃

11．17

13鴬30～16:{X）

1117

中央 ｢大型肉食職と人頗との典

仔踊21111国際シンポジウ
ム

11．19～2:；

"191i'l余国優良ツキ板･銘
水腱,jぐ大金(銘木鵬,jそ大会）

愛知 11．27～28

96束』j(I'i1際兼l↓兄水ll'眼〃《

栃木

11.27～3()

11．28粥81皿|栃木ﾘ,↓しいたけほだ
水コンクール

青年海外協力隊平成8年度秋募集
●募集期間：平成8ff1O111511～11n301I●募集規模：約140職種，約800名●応募資格:20歳以

上39歳までの日本倒籍を持つ方●応募方法：青年海外協力隊所定の願禅を期｢1までに脇ﾉJ隊事務局へ提
出●選考試験：一次（繁記)／二次（面接・健康診断）●派遣期間：2年間（現職参加制度あり）
両お問い合わせ先勤倒際協力釧業団青年海外協力隊事務局〒151束京部渋谷区代々木2-1-1

新宿マインズタワー6Fa03-5352-7261(W

圓繍1捌讓職駕
24時間テレフォン・

FAXガイド

インターネットアドレスhttp://jicaific.or.jp/Index-j.html
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:霧灘灘蕊細日本林業技術協会からのお知らせ灘鱗灘繍

畿1997年版「林業手帳」『林業ノート」の会員の皆様への配付について…

来年版の製作を進めています。会員の拷様には12月中に朏付の予定で

す。＊別途のお申し込みは，有臘頒布となります。「林業手帳」は515
11｣，「林業ノート｣は290円で，送料は実礎をご負担願います。なお，一

括の取り扱い部数が｢林業手帳｣で20部以上，「林業ノート」で30部以

上の場合には，送料はサービスとなります。＊別途の場合のお巾し込

み先･･･㈱11本林業技術協会事業部(a03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)

＊当協会支部紳事さんの所には砦干の予備を掴かせていただきますの

で，会員以外でご希緊の方は，この機会のご入会をお勧めしています。

馨第8回学生林業技術研究論文コンテストについて…当協会では，林業技

術の研究推進と答い林業技術者育成のため大学学部学生を対象として，

森林･林業に関する論文（政策提言を含む）を，次の要領で募集します。

＊参加資格…原則として当協会学生会員。＊応募方法…①､ド成9年2
月末日までに当該論文を当協会各大学支部長から本会に推せん送付し

てください｡②発表論文は類似の全国大会または雑誌その他刊行物に未

発表のものとします。③詳細は各大学担当者にお尋ねください。＊表

彰･･･林野庁長官賞2綿，日本林学会会長賞1",H本林業技術協会理事

長賞若干編。￥稚催/I:|本林業技術協会

§編集部雑記》

さざえのつぶやき新宿駅の--角

で向衣に戦闘鵬の元？傷痩軍人が道

行く人の蒋捨を求めて手風琴などを

葵いている。これら戦争の犠牲者を

国が放っておくはずはないのだが，

と思って見るとどうもおかしい。戦

時中子供だった小生と同年輩のはず
はないのだ。商売かな？一方，ある

地方都市では元傷痩軍人を慰めるた

め毎年旅行会を催す。戦後50年，亡
くなったりお年を科したりで最近参

加者はガタ減り，そこで,バスを満杯

にするため格安・泊旅行で市内の主

婦の参加を募ったら大成功。体験者
の話では，ご本尊は8人ばかりだっ

たが，外野がカラオケで磯り上げオ

ジイチャンたちに大変喜ばれたそう

な。状況が変わっても柔軟に対応で
きない行政の悪い癖。(I喝三度）

紅葉と温泉今年の紅葉は例年に

なく色鮮やかさが印象的であります。
鑑賞時の好天続きがスポットライI、
の働きも兼ねてくれて，使命を終え

て落葉を待つ彼らの競後の艶婆を効

果的に見せてくれています。この時
期紅葉といえば温泉。鎧近ではあの
．‘一億円創生蛎業”が契磯となって，
これまで温泉に縁がなかった所でも

様々な温泉センターが誕生している

のは周知のとおりc実は都下西方に

も今年になって2つの温泉が相次い

でオープンしましてねェ。一つは桧
原村の?数馬の湯』が6月に，もう一
つは隣接の日の出町がこの11月に

開業ということで，わが家からは車
で50分と10分という近場，近在の

爺さん婆さんに限らずもう風呂好き
にはたまりません。（平成の玉手箱）
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長,11/3～22,鈴木航測部長をネパ
◎海外出張一ル国現地調査のため同国に派避
10/16～12/29,加藤森林測定部した。
次長をインドネシア国ムシ川上流◎熱帯林管理情報センター関係業
地域社会林業開発計画調査のため務
同国に派遣した。10/18,鯵本会,平成8年度第11
10/10～21,安養寺国際事業部 l1.11熱帯林災害復旧技術確立調査事
長,増井同次長,小林課長代理,吉業調査委員会を開催した。
田主任研究員をホンジュラス国調10/30,鯵本会,平成8年度第2
査のため同国に派遣した。 ｜両l熱帯林管理情報システム整備事
10/17～11/20,内村技術指導役，業調査等委員会を開催した。
西尾課長,10/17～11/15,吉岡主任◎技術開発部関係業務
研究員をラオス国ヴアンヴイエン10/8〃本会,森林簿情報高度化
地域森林保全流域管理計画調査の調査第2回調査委員会を開催し
ため同国に派遣した。た。
10/20～31,小林顧問,小原国際◎番町クラブ10月例会
事業部次長,吉村課長代理,大山主10/30,本会にて,㈱オオバ顧問
任研究員をグァテマラ国調査のた鈴木弘道氏を識師として｢山の高
め同国に派遣した。さを測る話｣と題する識演および
10/24～12/27,久道課長,アテフ 質疑を行った。

10月号訂正:p.13図②の｢気糊｣とr撹乱の頻度』のr高・低｣が逆になっていました。，
訂正しお詫びI:IIし上げます。

倶知安卒論のために2カ月ほど

いた北海道は倶知安の下宿屋さん。
そこのおばちゃんが私に付.けてくれ

たアダ名はドラエモン。入宿交渉の
ときにこちらを貧乏学生と見抜いた

んですね，調査の合間にどうだと牧
場のアルバイトまで段取りしてくれ

ました。ニセコ山麓に広がる牧草地
で汗をかき，1カ月の生活費とほぼ

イコールな額の下宿代を短期集中型
でかせいでは，スコップをかついで

11lへ入るのです。倶知安を去るHが

やってきました。おばちゃん，アルバ
イトまでどうもありがとう。「な－
に，うちでやってるスナックのアル

バイ｜､もあったんだけど，ドラエモ

ン君の顔は牧場のほうが向いてると

思ってね｣おばちゃん，そりゃないん
でないかい。(Ill遊亭明朝）

林業技術第656号平成8年11月10H発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人H本林業技術協会。

〒102束京捌汗代田区六番Ⅲ17'rEL.03(3261)5281(ft)
振梼00130-8-604s18IWFAX.03(3261)5393(代）
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巳

安 自然 禾を全 とそ 日

巾広い適用害獣
ノウサ系カモシカ、そしてシカに忌避効巣

力秘められた初めての散ｲjタイプ浩避間llでサモ

散布が簡単
これまでに無､ヅﾙIIで､シカ､ノウサギの樹

幹部分の皮剥ぎ漉學にf防散術がi『えます。

長い効果
錐液は瀞#<乾燥し､|卿Mによる流亡が唾〈、

食f4謎災期にわたって防止します。

安全性
櫛効成分のジラムは､殺關剤として災年使用

されてきた輝鐵|擬剤で蝋血物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

・
・ ｱご水和剤

’

販売mS大同商事株式会社製造保士谷アグロス株式会社
本社/〒'05東京都港区浜松町｜丁目I0番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)8491㈹大阪06(231)2819九州092(761)||34/札幌OII(563)0317
カタロク”ご諭求は､上i氾伽ﾘ『へと．う患，

グ

ク
グ

ク

グ

〃

タ

グ

タ

グ
〃

野生動物と共存 実用新案吾録済

キサチユーブチヘ ユ ■■■■■

TREEPROTECTORHEXATUBE

シカ.カモシカ〃ウサギ。ネズミ

食害完全防止
麗済効果バツクンノ スギ．ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

★‐ド刈り経減

★根曲がり防止

☆裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小苗の植栽可能

☆無節の元玉

★誤伐防止
専用の支柱及び当社開発の固定用タイ

ラップを使用しますと簡臓にヘキサチ

ューブを設置できます。

I)cAM撫臆篇
〒59s大阪Iff泉Iｲ蝿01『'九1912
T151.0724-68-0776

1戦XO724律67.1724

(京部研究所）

〒613京部府久世郡久御山町佐山I輔ノロ10-1
1』本プアミリーピル2F

TEL0774-46.1531

F八X（)774-46-1535ミニ温室効果による成長促進
写典は植縦後3年目、チューブの長さ21，

l
』L P

l■■■■

■■
■

造柿木を野生動物の食害から守る
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測るｐ

あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

タマヤスーバーブラニクスβI
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ツ
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’ 検査済み±0｡1%の高精度

呼翼はスーパーブラニクスβの榊仙タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して
いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
I

コンビュタフレンドリイなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ……

プリンタタイプ

￥160.000

￥192.000

I

測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高|朧スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、而職）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。

標準タイプ．．…．．…￥198.000

プリンタタイプ．．￥230000

､
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●最新第5版好評発売中／ 臼赫協編
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新刊森の木の100不思議
●(社)日本林業技術協会編●1200円

●森林総合研究所，林木育種センター，国際農林水産
業研究センター，都道府県林業研究機関．大学ほか
93名による執筆

きまざまな樹ｵこの-l1t界一彼らの不思議で
したたかな幕らしぶりに簿嘆.ノ

q

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
砂
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

輝く未来は森林とともに.ノー日本の文化と

人の心を育てたみんなのふるさと森林/／

《本書の特色》
既刊

画執筆者は，海外経験も豊富な斯界の権威●イラスト・

写真・グラフ等160点余を配したビジュアルなレイアウ

ト●最新の統計，資料により日本および世界の森林の現

況を概説O森林とはどういう生物集団か，樹木はどんな
生活をしているかなど，森林・樹木に関する知識を満載

●森林の働きと社会・地球環境との結びつきをわかりや
すく解説。［小学生薇学年･中学生向け］

執筆者河原輝彦(森林総合研究所研究管理官）

鷲見博史(森林総合研究所木材利用部長）

垰田宏(森林総合研究所森林環境部植物生態科長）

森林の100不思議●'0'0円
②(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

知っていますか森と木の矛斗学b当たり前のこ
と、正しいと思っていたことの意外~な事実。

土の100不思議●'030円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，農業環境技術研究所，農業研究セ
ンターほか85名による執筆

私たちの生活を鰹かにする驚くべき土の伽き。謬

冒秘だ〃》郷 1
１
１
垂
廿
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》

’
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一
吋 森の虫の100不思議●'200円

③(社)日本林業技術協会編集

毎森林総合研究所，都道府県林業研究機関，麗業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

I2I熱さ界のなかでの虫の役割一森の虫の小筒科も

●子どもらしい，どうして？なぜ？に答えてくれる
4学生向けの楽しい扇轍材.ノ

続｡森林の100不思議●1200円
心(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，大学ほか
91名による執筆

木や草のひそかな職きを探る隷荊術。

熱帯林の100不思議●1200円
台(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯震業研究センター，大学ほか
76名による執筆

いまなぜ蕊端制水力言これほど重視きれているのか。鶴 ●
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森の動物の100不思議●'200円
⑤(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所,養殖研究所,大学ほか79名による執筆

人と動物の共存について考えさせる－森に住む
亜"l勿たちの馨らし､ぶりj,百禾斗。

錘
咋

墓墓急急 木の100不思議●1200円
①(社)日本林業技術協会繧集
●森林総合研究所，都道府県試験研究機関，大学ほか
83名による執筆

自然にやさしく幕らしにf受立ってきた木の小菅準卜。

ご芝童塞麗ご芝童塞麗

森と水のサイエンス●'030円
●(社)日本林業技術協会企画・四/六判176ページ
●中野秀章･有光－登･森川靖3氏による執筆

われわれの暮らしをききえる践重な水を1lﾂ謡；
し称ｲﾋする森ｵ木のメカニズムを探る。

●B5判64ページ／カラー

●定価620円(本体価格602

円)，〒実黄

⑮30部以上の場合は送料は当

協会が負担します。

編集･発行社団法人日本林業技術協会
●お求めは･･…･…〒102東京都千代田区六番町7番地
当協会事業部までアa(03)3261-6969FAX(03)3261-3044

発行東京書籍株式会社
〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538 ／

小学生のための森林教室
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